
行政サービスに対する市民満足度が転出行動にもたらす影響
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一　

は
じ
め
に

㈠　

市
民
満
足
度
研
究
と
い
う
視
座

　
「
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
（from

 governm
ent to governance

）」
と
い
う
問
題
意
識
が
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
こ
一
〇
年
ほ
ど

の
こ
と
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
公
共
的
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
政
府
（governm

ent

）
だ
け
で
な
く
、
公
共
セ
ク
タ
ー
を
含
む
民

間
営
利
セ
ク
タ
ー
（
企
業
な
ど
）
や
民
間
非
営
利
セ
ク
タ
ー
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
公
共
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
）
に
よ
る
非
階
層
的
・
水
平
的
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
重
要
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
（
大
山
二
〇
〇
七；

山
本
二
〇
〇
八
）。
つ
ま
り
、
市
民
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、

「
既
存
の
制
度
の
枠
外
に
位
置
す
る
『
住
民
』（
…
）
が
政
策
過
程
に
影
響
を
与
え
て
い
る
」（
佐
藤
二
〇
〇
七
：
四
九
）
と
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
で
は
中
央
集
権
か
ら
地
方
分
権
へ
と
行
政
の
舵
取
り
が
変
わ
っ
て
い
く
一
方
で
、
多
く
の
自
治
体
は
少
子

高
齢
化
や
財
政
難
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
の
政
策
策
定
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
自
治
体
行
政
の
コ
ス
ト

的
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
的
限
界
に
対
処
す
る
手
段
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
の
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
を
図
る
指
標
と
し
て
の
市
民
満

足
度
の
測
定（
（
（

で
あ
る
。
一
般
に
政
府
な
い
し
自
治
体
は
、
公
共
的
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
に
「
政
策
」
を
打
ち
出
す
。
そ
れ
に
先
立
っ

て
前
提
に
す
べ
き
基
準
の
一
つ
に
、「
市
民
ニ
ー
ズ（
（
（

」
が
あ
る
。
自
治
体
行
政
に
お
い
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
「
人
々
（Public

）
の
た
め
の

政
策
」（
野
田
二
〇
二
一
：
八
）
と
解
さ
れ
、
市
民
満
足
度
調
査
は
政
策
過
程
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
能
を
有
す
る
（V

an Ryzin 

et al. 2008: 295

）
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
公
共
政
策
の
大
き
な
指
針
と
な
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

市
民
ニ
ー
ズ
と
は
、「
公
共
的
問
題
に
関
わ
る
市
民
が
も
つ
潜
在
的
、
顕
在
的
要
求
」（
野
田
二
〇
二
一
：
九
九
）
で
あ
る
。
日
本
に
お
い
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て
政
策
現
場
へ
の
市
民
ニ
ー
ズ
の
活
用
が
本
格
化
し
た
の
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
米
国
か
ら
の
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（N

ew
 Public 

M
anagem

ent

：
新
公
共
管
理
）
理
論
の
潮
流
を
受
け
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
（
野
田
二
〇
一
三
：
ⅱ
）。
Ｎ
Ｐ
Ｍ
理
論
と
は
、
福
祉
国
家
論

に
よ
る
行
政
機
能
の
肥
大
化
へ
の
反
省
か
ら
、
現
代
の
公
共
機
能
を
よ
り
市
場
シ
ス
テ
ム
に
依
存
し
て
運
営
し
て
い
こ
う
と
す
る
新
自
由

主
義
的
思
想
を
土
台
と
す
る
理
論
で
あ
る
。
実
際
、
米
国
で
は
そ
の
有
用
性
に
つ
い
て
、「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の

主
要
な
情
報
源
と
し
て
、
ま
た
公
的
説
明
責
任
の
重
要
な
構
成
要
素
と
し
て
、
国
際
的
に
で
は
な
い
に
し
て
も
、
全
国
的
に
認
識
さ
れ
始

め
て
い
る
」（M

orley et al. 2001: 53

）
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
特
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
日
本
の
各
自
治
体

は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
定
期
的
な
意
識
調
査
・
世
論
調
査
に
際
し
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。
成
果
指
標
と
し
て
測
ら
れ

る
市
民
満
足
度
は
、
業
績
評
価
よ
り
も
低
コ
ス
ト
で
、
ま
た
定
量
的
に
捉
え
や
す
い
客
観
的
な
指
標
と
し
て
自
治
体
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

よ
り
市
民
主
体
の
自
治
体
運
営
を
目
指
す
動
き
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

　

市
民
満
足
度
に
係
る
行
政
運
営
上
の
重
要
性
が
現
場
レ
ベ
ル
で
示
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
市
民
満
足
度
に
対
す
る

学
術
的
な
研
究
は
十
分
と
は
い
え
な
い
。
諸
外
国
に
お
け
る
市
民
満
足
度
研
究
の
領
域
は
、
以
下
の
四
つ
に
大
別
さ
れ
る
（
野
田
二
〇
一

三
：
六
）。

　
　

①　

客
観
的
指
標
と
主
観
的
指
標
（
満
足
度
）
の
関
係
に
関
す
る
研
究

　
　

②　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
水
準
を
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究

　
　

③　

満
足
度
の
高
低
に
よ
り
市
民
が
自
治
体
を
離
脱
／
信
頼
す
る
か
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
実
証
研
究

　
　

④　

満
足
度
の
規
定
要
因
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
側
や
受
け
手
の
側
か
ら
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
研
究

一
方
、
日
本
語
文
献
で
の
数
少
な
い
例
と
し
て
は
、
満
足
度
を
利
用
し
た
行
政
評
価
の
新
た
な
指
標
の
開
発
に
関
す
る
研
究
（
村
山
二
〇

一
二
）、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
の
規
定
要
因
に
関
す
る
分
析
（
野
田
二
〇
一
一
＝
二
〇
一
六
）、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ハ
ー
ド
面
で

の
居
住
地
満
足
と
人
口
増
減
に
関
す
る
分
析
（
宗
二
〇
二
〇
）
な
ど
が
該
当
す
る
。
日
本
で
の
学
術
的
蓄
積
が
浅
い
理
由
に
関
し
て
は
憶
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測
の
域
を
出
な
い
が
、
政
治
学
・
行
政
学
の
文
脈
に
お
い
て
市
民
の
存
在
を
「
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
」
と
し
て
受
動
的
に
捉
え
る
こ
と
に

一
定
の
忌
避
感
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
政
策
現
場
で
実
際
に
活
用
さ
れ
て
い
る
「
満
足
度
」
は
、
単
な

る
指
標
で
は
な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
。
自
治
体
の
現
場
レ
ベ
ル
で
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
の
学
術
研
究
の
視
座
に
上
が
っ
て
い
な
い
「
市
民
満
足
度
」
こ
そ
、
今
後
の
発
展
可
能
性
が
十
二
分
に
残
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

㈡　

政
府
・
行
政
信
頼
研
究
と
の
関
係

　

日
本
で
は
、
市
民
満
足
度
研
究
よ
り
も
、
政
治
信
頼
も
し
く
は
行
政
信
頼
研
究
に
つ
い
て
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
。
政
府
・
行
政
信
頼
に

係
る
議
論
自
体
は
、
社
会
資
本
（Social Capital

）
と
し
て
の
信
頼
と
政
府
の
統
治
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
関
係
性
を
論
じ
た
パ
ッ
ト
ナ

ム
（
二
〇
〇
一
）
を
嚆
矢
と
し
て
、
政
治
学
・
行
政
学
の
分
野
で
も
関
心
が
高
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
近
年
で
は
、
世
界
銀
行

（W
orld Bank

）
や
世
界
価
値
観
調
査
（W

orld V
alues Survey

）
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
比
較
調
査
を
通
し
、「
今
日
、
世
界
的
に
政
府
へ

の
信
頼
が
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
」（
総
務
省
大
臣
官
房
企
画
課
二
〇
一
〇
：
三
）
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の
み
な
ら
ず
海

外
に
お
い
て
も
信
頼
さ
れ
る
政
府
・
行
政
の
構
築
に
資
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
学
術
的
な
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

本
研
究
に
お
い
て
注
目
す
る
「
市
民
満
足
度
」
と
「
政
府
・
行
政
信
頼
」
と
は
密
接
な
関
わ
り
が
あ
る
。
菊
地
（
二
〇
〇
九
）
に
よ
る

と
、
英
国
労
働
党
・
ブ
レ
ア
政
権
が
修
正
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
基
づ
き
遂
行
し
た
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
最
大
の
特
徴
は
、
顧
客
満
足

度
調
査
や
様
々
な
市
民
の
認
識
調
査
を
活
用
し
た
「
市
民
の
信
頼
」
へ
の
着
目
に
こ
そ
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
構
成
要
素
の
一
つ
と
し
て

数
え
ら
れ
る
の
が
「
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
（satisfaction w

ith service delivery

）」
で
あ
る
（
菊
地
二
〇
〇
九
：
七
一
―
七
六
）。
Ｎ
Ｐ
Ｍ

理
論
の
先
駆
的
存
在
で
あ
る
英
国
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
政
府
・
行
政
信
頼
の
構
成
要
素
と
し
て
「
行
政
に
対
す
る
満
足
度
」
を
挙
げ

る
研
究
者
は
多
く
、
実
証
的
研
究
も
進
ん
で
い
る
（
た
と
え
ば
、V

an Ryzin et al. 2004; V
igoda-Gadot 2006; V

an Ryzin 2007; 

野
田
二
〇
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〇
九
）。
す
な
わ
ち
、
市
民
満
足
度
研
究
は
、
政
府
・
行
政
信
頼
研
究
の
文
脈
に
内
包
さ

れ
る
研
究
分
野
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

㈢　

Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
モ
デ
ル

　

満
足
度
と
信
頼
と
の
関
係
性
は
、
も
と
も
と
経
営
学
の
分
野
で
初
め
て
モ
デ
ル
化
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ク
レ
ズ
・
フ
ォ
ー
ネ
ル
ら
は
、
米
国
に
お
け
る
広
範
な
消
費
財
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
顧
客
満
足
度
を
測
定
す
る
た
め
の
一
般
的
指
標
、
方
法
論
と
し
て

「
全
米
顧
客
満
足
度
指
数
（A

m
erican Custom

er Satisfaction Index

：A
CSI

）
モ
デ
ル
」

を
開
発
し
た
（Fornell et al. 1996

）。
顧
客
の
抱
く
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
期
待
は
、
そ
の

品
質
や
満
足
度
へ
の
認
識
に
影
響
を
与
え
、
顧
客
の
維
持
や
苦
情
な
ど
の
行
動
反
応
に
結

び
付
い
て
い
る
と
い
う
（Fornell et al. 1996; O

liver 1997: 387-388

）。
フ
ォ
ー
ネ
ル
ら
の

モ
デ
ル
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
政
府
レ
ベ
ル
で
も
応
用
さ
れ
て
い
る
。
バ
ン
リ
ジ

ン
ら
（
二
〇
〇
四
）
は
、
こ
の
モ
デ
ル
を
Ｎ
Ｙ
市
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
市
民
の
満

足
度
に
適
用
し
た
モ
デ
ル
を
開
発
し
た
（
以
下
、
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
自
治
体
モ
デ
ル
）。
こ
れ
は
、
Ａ

Ｃ
Ｓ
Ｉ
モ
デ
ル
を
地
方
自
治
体
の
公
共
部
門
に
対
し
て
初
め
て
援
用
し
た
研
究
と
さ
れ
る

（V
an Ryzin et al. 2004

）。
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
自
治
体
モ
デ
ル
の
大
き
な
特
徴
は
、
特
定
の
地
域

サ
ー
ビ
ス
の
評
価
を
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
、
地
方
政
府
へ
の
信
頼
や
居
住
自
治
体
へ
の
残

留
・
転
出
の
意
向
を
ア
ウ
ト
カ
ム
と
設
定
し
て
い
る
点
に
あ
る
（
図
１
）。

　

市
民
満
足
度
研
究
は
、
そ
の
射
程
上
に
政
府
・
行
政
信
頼
研
究
を
見
据
え
て
い
る
。
本

図１　ACSI 自治体モデル（Van Ryzin et al. 2014: 336を邦訳）

サービス全体の質
（パフォーマンス）

サービス全体に
対する満足度

地方政府
への信頼

退出意思

教育

消防

図書館

公園

道路

バス

地下鉄

衛生

警察
0.110.11

0.690.69

0.310.31 0.110.11

0.350.35

－0.22－0.22

0.190.19
0.000.00
0.050.05

0.060.06
0.080.08
－0.01－0.01

0.040.04
0.110.11

サービス全体に
対する期待
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研
究
で
の
研
究
成
果
も
、「
市
民
満
足
度
研
究
」
と
い
う
分
野
を
超
え
、
特
に
日
本
に
お
い
て
研
究
の
必
要
性
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
政

府
・
行
政
信
頼
研
究
に
も
貢
献
で
き
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

㈣　

市
民
満
足
度
の
ド
ラ
イ
バ
ー

　

市
民
満
足
度
研
究
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
満
足
を
形
作
る
要
因
（
＝
ド
ラ
イ
バ
ー
）
に
関
す
る
研
究
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度

が
引
き
起
こ
す
反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
＝
ア
ウ
ト
カ
ム
）
に
関
す
る
研
究
に
大
き
く
二
分
さ
れ
る
。
本
研
究
が
着
目
す
る
の
は
後
者
で
あ
る

が
、
前
者
の
研
究
領
域
も
政
策
立
案
者
に
と
り
非
常
に
重
要
な
も
の
と
な
る
。
主
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
変
数
を
以
下
に
挙
げ
る
。

　

１　

行
政
サ
ー
ビ
ス

　

市
民
満
足
度
の
要
因
と
し
て
最
も
想
定
し
や
す
い
の
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
で
あ
ろ
う
。
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
自
治
体
モ
デ
ル
（
図
１
）
に
も

あ
る
よ
う
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
質
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）
は
市
民
満
足
度
に
正
の
影
響
を
与
え
る
。

　

た
だ
し
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
考
え
る
際
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
容
す
る
市
民
の
認
識
の
仕
方
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
顧
客
満
足
に
つ
い

て
研
究
し
た
オ
リ
バ
ー
は
、
満
足
度
の
因
果
モ
デ
ル
と
し
て
「
期
待
不
一
致
モ
デ
ル
（the expectancy disconfirm

ation m
odel

）」

（O
liver 1997: Chapter

4

）
を
提
唱
し
た
。
人
々
の
感
じ
る
満
足
度
は
、
期
待
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
の
相
対
的
水
準
と
し
て
み
る
べ
き

と
考
え
る
モ
デ
ル
で
あ
る
。
こ
れ
を
市
民
満
足
度
研
究
に
応
用
し
た
の
が
、Roch &

 Poister

（2006

）
やV

an Ryzin

（2004a

）、
野
田

（
二
〇
〇
七
＝
二
〇
一
一
）
で
あ
る
。
ま
た
、
期
待
と
は
別
に
、Brow

n

（2007

）
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
経
験
の
あ
る
市
民
の
方
が
、
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
経
験
に
高
い
満
足
を
感
じ
、
質
の
悪
い
サ
ー
ビ
ス
経
験
に
不
満
を
感
じ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

２　

政
府
規
模

　

政
府
規
模
と
満
足
度
と
の
関
係
を
論
じ
た
重
要
な
研
究
と
し
て
、M

ouritzen
（1989

）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
モ
ー
リ
ゼ
ン
は
、「
都
市
制

度
改
革
を
支
持
す
る
議
論
（the reform

 theory

）」
と
「
公
共
選
択
論
的
見
解
（political econom

y t

（
（
（

heory

）」
の
相
対
す
る
二
つ
の
理
論
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を
検
討
し
た
。
前
者
は
、
都
市
規
模
が
拡
大
す
る
ほ
ど
、
民
主
主
義
や
「
規
模
の
経
済
」
の
効
果
が
増
大
し
、
市
民
の
満
足
度
が
高
ま
る

と
主
張
す
る
。
一
方
後
者
は
、
投
票
に
よ
る
意
見
の
反
映
が
さ
れ
や
す
く
、
市
民
の
同
質
性
の
高
い
小
規
模
政
府
の
方
が
、
市
民
の
選
好

と
公
共
政
策
と
の
間
の
対
応
関
係
が
よ
り
強
固
に
な
る
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る
。（M

ouritzen 1989: 662-664

）。

　

デ
ン
マ
ー
ク
の
自
治
体
デ
ー
タ
を
用
い
た
モ
ー
リ
ゼ
ン
の
検
証
で
は
、
都
市
規
模
と
政
策
満
足
度
に
は
負
の
相
関
が
認
め
ら
れ
、
小
さ

な
政
府
論
が
支
持
さ
れ
た（
（
（

。
分
析
に
お
い
て
は
、
政
府
規
模
を
示
す
変
数
と
し
て
、
自
治
体
の
人
口
の
対
数
を
設
定
し
て
い
る
（
野
田
二

〇
一
一
も
同
様
）。
そ
の
他
、
戸
川
（
二
〇
一
八
＝
二
〇
一
九
）
で
は
、
政
府
規
模
を
示
す
変
数
と
し
て
、
財
政
力
＝
「
一
人
あ
た
り
区
民
税

＋
基
礎
交
付
金
」、
人
的
リ
ソ
ー
ス
＝
「
一
万
人
あ
た
り
の
一
般
行
政
職
員
数
」
を
設
定
し
て
い
る
。
な
お
、
野
田
、
戸
川
の
研
究
で
は
、

人
口
対
数
、
人
的
リ
ソ
ー
ス
変
数
は
線
形
関
係
が
確
認
さ
れ
ず
、
財
政
力
変
数
は
負
の
相
関
関
係（
（
（

が
観
察
さ
れ
て
い
る
。

　

３　

自
治
体
職
員
の
対
応

　

市
民
ニ
ー
ズ
に
お
け
る
ス
ト
リ
ー
ト
レ
ベ
ル
官
僚
の
裁
量
の
大
き
さ
を
説
い
たLipsky

（1980

）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
行
政
学
は
伝

統
的
に
公
務
員
と
市
民
と
の
関
係
性
を
議
論
し
て
き
た
。
市
民
満
足
度
研
究
に
お
い
て
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
る
自
治
体
職

員
の
対
応
が
市
民
の
中
の
政
策
イ
メ
ー
ジ
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

従
属
変
数
が
満
足
度
、
信
頼
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
公
務
員
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
市
民
の
行
政
へ
の
評
価
に
強
い
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。V

igoda-Gadot

（2006

）
で
は
、
公
務
員
倫
理
の
高
さ
が
様
々
な
変
数
と
関
係
し
な
が
ら
サ
ー
ビ
ス
満
足
度

や
政
府
信
頼
に
正
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
ま
た
、
大
山
（
二
〇
一
八
）
は
、V

an Ryzin

（2011

）
の
議
論
を
基
礎

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
成
果
）
と
ポ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
プ
ロ
セ
ス
）
が
行
政
信
頼
に
も
た
ら
す
効
果
を
比
較
し
、
ポ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｍ
を
構
成
す
る
公
正
、

平
等
、
尊
敬
、
誠
実
と
い
っ
た
価
値
が
市
民
の
判
断
基
準
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
公
務
員
の
対
応
に
焦
点
を
あ
て
た
野
田
（
二
〇

〇
九
）
は
、
公
務
員
の
実
質
的
対
応
（
迅
速
さ
、
適
切
さ
）
よ
り
も
、
短
時
間
で
判
断
で
き
る
形
式
的
対
応
（
親
切
さ
）
の
方
が
信
頼
に
強
く

影
響
し
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
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そ
の
他
、
市
民
満
足
度
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
し
て
は
数
多
く
検
討
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
さ
ら
な
る
検
証
が
続
く
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、

満
足
度
の
規
定
要
因
を
探
る
上
で
は
、（
不
）
満
足
の
判
断
主
体
で
あ
る
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
研
究
手
法
と
し
て
必
須
と
な
る
。

金
銭
的
・
時
間
的
コ
ス
ト
や
倫
理
面
へ
の
配
慮
な
ど
、
研
究
上
の
ハ
ー
ド
ル
は
よ
り
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
は
、
市
民
満
足

度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
を
分
析
対
象
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
市
民
満
足
度
研
究
に
お
け
る
従
前
の
研
究
手
法
か
ら
脱
却
し
、
新
た
な
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法
に
よ
る
検
証
を
試
み
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

㈤　

市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム

︱
移
動
す
る
市
民

　

本
研
究
が
着
目
す
る
の
は
市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
、
特
に
「
移
動
す
る
市
民
」
の
存
在
で
あ
る
。
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
自
治
体
モ
デ
ル
（
図

１
）
で
は
、「
信
頼
」
だ
け
で
は
な
く
「
転
出
意
思
」
が
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
治
体
の
提
供
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
は
、
居
住
す
る
市
民
の
意
思
決
定
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
移
動
す
る
市
民
の
理
論
的
根
拠
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
テ
ィ
ブ
ー
仮
説
で
あ
る
。
地
方
政
府
に
不
満
を
抱
く
場
合
、
当
該

自
治
体
に
居
住
す
る
住
民
に
は
、
選
挙
で
の
投
票
行
動
の
変
更
に
加
え
、
自
分
に
と
っ
て
好
ま
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
別
の
自

治
体
に
居
住
地
を
移
す
と
い
う
選
択
肢
が
存
在
す
る
。
住
民
が
自
分
に
と
っ
て
の
便
益
（
行
政
サ
ー
ビ
ス
）
と
費
用
（
地
方
税
負
担
）
を
比

較
し
自
治
体
を
選
ぶ
こ
と
で
、
自
治
体
間
で
競
争
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
発
生
し
、
公
共
財
の
効
率
的
な
供
給
に
成
功
す
る
と
い
う
「
足
に
よ
る

投
票
」
の
概
念
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（T

iebout 1956；

伊
藤
二
〇
〇
九
）。

　

こ
の
理
論
を
組
織
論
に
応
用
し
た
の
が
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
Ｏ
・
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
に
よ
るexit-voice

理
論
で
あ
る
（H

irschm
an 1970; 

ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
二
〇
〇
五
）。
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
、
あ
ら
ゆ
る
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
そ
の
衰
退
や
機
能
障
害
か
ら
自
律
的
に
回
復
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、
そ
の
構
成
員
が
と
り
う
る
「
離
脱
（exit

）」
と
「
発
言
（voice

）」
と
い
う
行
動
類
型
を
提
示
し
た
。
組
織
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
業
績
が
低
下
し
た
際
、
そ
の
構
成
員
が
当
該
集
団
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
も
っ
て
（
＝
離
脱
）、
も
し
く
は
自
ら
の
意
見
を
直
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接
表
明
す
る
こ
と
を
も
っ
て
（
＝
発
言
）、
改
善
が
促
さ
れ
る
と
い
う
モ
デ
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
衰
退
し
た
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
回
復

プ
ロ
セ
ス
に
は
、
組
織
に
対
す
る
感
情
的
愛
着
で
あ
る
「
忠
誠
心
（Loyalty

）」
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
ま

た
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
こ
れ
ら
の
理
論
を
公
共
財
か
ら
の
「
離
脱
」
に
も
適
用
で
き
る
と
議
論
を
展
開
さ
せ
て
お
り
（
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
二
〇

〇
五
：
一
〇
七
―
一
一
二
）、
そ
れ
を
も
っ
て
「
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
は
（
…
）
参
加
や
市
民
満
足
度
に
関
連
づ
け
る
方
法
を
提
供
す
る
こ
と
で
テ

ィ
ブ
ー
の
流
動
性
仮
説
を
重
要
な
形
で
拡
張
し
た
」
と
評
価
さ
れ
て
い
る
（Salucci and Bickers 2011: 158

）。
こ
れ
ら
は
、
総
じ
て
Ｅ
Ｖ

Ｌ
（Exit, V

oice, Loyalty
）
モ
デ
ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

移
動
す
る
市
民
の
姿
を
明
ら
か
に
し
た
テ
ィ
ブ
ー
や
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
ら
の
理
論
は
、
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
い
て
も
積
極
的
に

援
用
さ
れ
て
い
る
。
行
政
機
関
の
も
つ
財
・
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不
満
に
対
し
て
、
市
民
は
よ
り
離
脱
意
思
を
も
ち
や
す
く
な
る
の
か
が

研
究
対
象
と
な
る
（
た
と
え
ば
、Lyons et al. 1992; D

ow
ding and John 2008; Shinohara 2018

な
ど
）。
も
ち
ろ
ん
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
提
示

し
た
「
発
言
」
概
念
や
、「
離
脱
」
と
「
発
言
」
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
本
研
究
で
は
特
に
「
離
脱
」
に
着
目

し
検
証
を
行
う
。
つ
ま
り
、
市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
う
ち
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不
満
が
市
民
の
「
離
脱
」
を
促
す
か
否
か

を
大
き
な
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
に
据
え
る
こ
と
と
な
る
。
な
ぜ
「
発
言
」
概
念
や
そ
の
相
互
作
用
を
研
究
対
象
に
含
め
な
い
か
に
つ

い
て
は
、
次
章
に
て
言
及
す
る
こ
と
と
す
る
。

二　

本
研
究
の
目
的
と
意
義

　

従
来
で
も
、
市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
の
関
す
る
研
究
は
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ウ
デ
ィ
ン
グ
ら
は
、
Ｅ
Ｖ
Ｌ
モ
デ
ル
の
公
共
財
へ

の
適
用
は
単
純
す
ぎ
る
と
批
判
し
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
複
雑
な
公
共
財
的
要
因
を
考
慮
し
た
修
正
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
モ
デ
ル
を
提
示
し
た

（D
ow

ding et al. 2000

）。
後
のD

ow
ding &

 John

（2008

）
で
は
、
修
正
モ
デ
ル
の
検
証
と
し
て
、
英
国
（
Ｕ
Ｋ
）
で
独
自
に
サ
ー
ベ
イ
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調
査
（N

＝4067

）
を
行
い
、
満
足
度
と
発
言
・
離
脱
と
の
関
係
性
を
実
証
し
た
。
ま
た
、Shinohara

（2018

）
は
、
市
民
満
足
度
の
ア

ウ
ト
カ
ム
に
関
す
る
研
究
で
は
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
モ
デ
ル
の
前
提
で
あ
る｢

組
織
の
衰
退
か
ら
の
自
律｣

が
軽
視
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
、

自
治
体
経
営
の
失
敗（
（
（

に
よ
る
衰
退
に
対
す
る
市
民
の
離
脱
意
思
と
発
言
へ
の
影
響
を
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
市
民
は
財
政
再
建
中

の
自
治
体
か
ら
の
撤
退
を
検
討
す
る
傾
向
が
強
い
こ
と
を
、
差
分
の
差
分
法
を
用
い
て
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
は
一
九
九
〇

年
代
か
ら
現
在
に
か
け
て
数
多
く
行
わ
れ
て
お
り
、
市
民
満
足
度
研
究
に
お
け
る
注
目
度
の
高
さ
が
窺
え
る
。

　

一
方
で
、
実
証
分
析
の
観
点
で
は
、
市
民
の
実
際
の

0

0

0

移
動
に
関
す
る
知
見
は
不
十
分
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
は
い
ず
れ
も
「
離
脱
意
思

（exit intention

）」
が
市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
市
民
の
行
動
（behavior

）
は
射
程
に
な
い
。
こ

れ
は
、
研
究
者
が
独
自
に
実
施
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
基
に
、
各
々
の
検
証
に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
市
民
の
も
つ
「
意
思
」
は
行
動
を
伴
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。Sheeran

（2002

）
やSheeran &

 W
ebb

（2016

）
は
、

「
意
思
と
行
動
の
乖
離
（Intention-behavior gap

）」
に
つ
い
て
メ
タ
分
析
を
行
い
、
意
思
が
行
動
に
移
さ
れ
る
割
合
は
二
分
の
一
ほ
ど
で

あ
る
と
指
摘
す
る
（Sheeran and W
ebb 2016: 511

）。
こ
の
よ
う
な
乖
離
が
生
ま
れ
る
原
因
の
一
つ
と
し
て
は
、
一
般
的
に
人
々
は
行
動

を
起
こ
す
こ
と
の
難
し
さ
を
過
大
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
（D

iBonaventura and Chapm
an 2008; Sheeran et al. 

2003

）。
つ
ま
り
、
人
々
が
一
時
的
に
意
思
を
も
っ
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
実
際
の
行
動
を
促
す
も
の
か
否
か
は
不
確
実
で
あ

る
と
い
え
る
。
社
会
心
理
学
の
分
野
か
ら
も
、
人
々
が
実
際
に
「
行
動
」
を
起
こ
す
段
階
に
達
す
る
ま
で
の
様
々
な
心
理
段
階
（
プ
ロ
セ

ス
）
の
存
在
を
明
ら
か
と
し
て
き
た
（
た
と
え
ば
、Schw

artz 1970; A
jzen 1991

）。
ま
た
、
消
費
者
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
が
及
ぼ
す
バ
イ
ア
ス
や
回
答
誤
差
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
（
竹
内
・
星
野
二
〇
一
〇
）。

　

本
研
究
で
取
り
扱
う
自
治
体
か
ら
の
転
出
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
多
く
の
コ
ス
ト
を
伴
う
市
民
の
居
住
地
移
動
は
、
特
に
「
意
思
と
行

動
の
乖
離
」
が
大
き
く
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
バ
イ
ア
ス
の
可
能
性
も
憂
慮
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、

市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
と
し
て
「
転
出
意
思
」
の
み
を
検
証
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
市
民
が
実
際
の
「
転
出
行
動
」
に
移
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す
か
否
か
に
関
す
る
検
証
も
重
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
時
の
市
民
の
一
時
的
な
「
意
思
」
の
有
無
の
み
な
ら
ず
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
へ
の
不
満
が
実
際
の
市
民
の
「
行
動
」
と
し
て
発
現
す
る
ケ
ー
ス
を
検
証
し
て
こ
そ
、
自
治
体
経
営
に
対
す
る
学
術
的
な
エ
ビ
デ

ン
ス
の
提
供
を
図
る
と
い
う
本
研
究
の
目
的
が
果
た
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
従
来
の
研
究
で
は
、
多
自
治
体
間
で
の
市
民
満
足
度
の
比
較
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
国
際
間
比
較
の
可
能
な
世
界
価

値
観
調
査
等
と
異
な
り
、
国
内
の
自
治
体
間
で
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
」
を
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
と
い
う
研
究
手
法
が
取
ら
れ
る
要
因
も
そ
こ
に
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
時
間
的
・
金
銭
的
コ
ス
ト
を
鑑
み
る
と
、
研

究
対
象
と
な
る
自
治
体
の
数
は
必
然
的
に
限
定
さ
れ
る
。
本
研
究
で
は
、
全
国
の
自
治
体
が
独
自
に
行
っ
て
い
る
市
民
満
足
度
調
査（
（
（

を
活

用
す
る
こ
と
で
、
従
来
の
研
究
の
限
界
に
挑
戦
す
る
。
日
本
で
は
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
潮
流
に
乗
る
形
で
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら
自
治
体
ご
と
で
の
市

民
満
足
度
調
査
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今
ま
で
は
管
轄
自
治
体
内
に
お
け
る
政
策
策
定
現
場
で
の
利
用
に
留
ま
る
も
の
で

あ
り
、
学
術
的
に
こ
れ
を
利
用
す
る
も
の
は
管
見
の
限
り
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
自
治
体
ご
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
質
問
項
目
や
測
定
尺
度
が
異
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
研
究
で
は
後
述
す
る
Ｐ
Ｔ
Ｍ
手
法
と
呼
ば
れ
る
計
算
方
法
を
用
い
る

こ
と
で
こ
の
点
に
も
対
応
す
る
。

　

今
回
の
研
究
目
的
を
鑑
み
る
と
、
本
研
究
に
は
以
下
三
点
の
新
奇
性
を
見
出
せ
る
。

　
　

①　

日
本
に
お
け
る
市
民
満
足
度
研
究
の
少
な
さ
へ
の
貢
献

　
　

②　

�

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
転
出
「
意
思
」
の
確
認
の
み
に
留
ま
ら
な
い
、
実
際
の
転
出
「
行
動
」
を
扱
っ
た
客
観
的
デ
ー
タ
に

よ
る
検
証

　
　

③　

各
自
治
体
の
行
う
市
民
満
足
度
調
査
を
活
用
し
た
、
多
自
治
体
間
で
の
市
民
満
足
度
比
較
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繰
り
返
す
が
、
本
研
究
の
目
的
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
に
対
す
る
市
民
の
転
出
行
動

0

0

を
実
証
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
あ
る
。

自
治
体
の
実
施
す
る
市
民
満
足
度
調
査
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
観
点
か
ら
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
上
で
有
用
性
が
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
一
方
で
、

自
治
体
行
政
に
対
し
て
（
不
）
満
足
で
あ
る
こ
と
が
市
民
の
行
動
選
択
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
検
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
に
関
す
る
研
究
は
、
州
政
治
の
独
自
性
の
強
い
米
国
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
研
究
が
目
を
引
く
が
、
一

方
で
地
方
分
権
の
拡
大
に
よ
っ
て
「
足
に
よ
る
投
票
」
の
重
要
性
と
現
実
味
が
高
ま
っ
て
い
る
日
本
（
武
藤
二
〇
〇
四
：
一
九
四
―
一
九

五
）
だ
か
ら
こ
そ
、
国
内
の
自
治
体
を
研
究
対
象
に
お
く
本
研
究
の
も
つ
意
義
は
大
き
い
。

　

本
研
究
に
お
い
て
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
議
論
に
あ
る
よ
う
な
「
発
言
（voice

）」
や
そ
の
相
互
関
係
を
分
析
対
象
と
し
な
い
理
由
は
、

行
動
と
し
て
の
「
発
言
」
の
捉
え
づ
ら
さ
に
あ
る
。
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
文
脈
に
Ｅ
Ｖ
Ｌ
モ
デ
ル
を
援
用
し
た
市
民
満
足
度
研
究

（D
ow

ding and John 2008

＝2012; Shinohara 2018

な
ど
）
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
、
苦
情
申
し
入
れ
の
回

数
や
直
近
の
地
方
選
挙
で
の
投
票
行
動
の
有
無
が
、「
発
言
」
の
操
作
化
変
数
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
調
査
手

法
を
志
向
し
な
い
本
研
究
か
ら
は
、
苦
情
回
数
（
公
聴
会
へ
の
参
加
、
署
名
活
動
な
ど
）
に
係
る
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
た
、

投
票
行
動
に
関
し
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
公
共
性
を
鑑
み
る
と
、
人
々
は
投
票
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
忌
避
し
て
「
発
言
」
を
他
人
任
せ

に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
集
合
行
為
問
題
」（
オ
ル
ソ
ン
二
〇
〇
七
）
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、Shinohara

（2018

）
で
は
、
財

政
改
革
に
対
す
る
不
満
は
市
民
の
出
口
意
図
を
高
め
る
一
方
で
、
発
言
活
動
に
は
有
意
な
影
響
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
市
民

が
自
ら
の
享
受
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
対
し
て
限
ら
れ
た
発
言
権
し
か
も
た
な
い
（K

elly 2005: 79

）
と
い
う
指
摘
か
ら
も

整
合
的
な
結
果
と
い
え
よ
う
。
投
票
行
動
の
有
無
以
外
に
、
議
員
の
入
れ
替
わ
り
率
を
変
数
に
お
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
（Salucci and 

Bickers 2011

）
も
あ
る
が
、
本
研
究
が
分
析
対
象
と
す
る
日
本
の
市
区
レ
ベ
ル
で
は
自
治
体
ご
と
の
違
い
は
あ
ま
り
大
き
く
観
察
さ
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。
自
治
体
レ
ベ
ル
の
公
共
政
策
に
対
し
て
「
発
言
」
す
る
市
民
の
姿
を
捉
え
る
に
は
、
そ
の
内
実
は
非
常
に
複
雑
で
あ
る
と

い
え
る
。
そ
も
そ
も
、
も
し
本
研
究
に
お
い
て
「
発
言
」
を
考
慮
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
「
発
言
」
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
結
果
を
も
た
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ら
さ
な
か
っ
た
経
験
が
市
民
の
「
転
出
行
動
」
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
感
情
は
既
に
市
民
満
足
度
調
査
の
中
で
「
不
満
」
と
し
て
表
出
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
本
研
究

で
は
、
特
に
市
民
の
「
転
出
行
動
」
に
着
目
し
検
証
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

三　

分
析
ア
プ
ロ
ー
チ

　

本
章
で
は
、
市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
の
上
、
本
研
究
に
お
け
る
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
そ
れ
に
よ
り

導
出
さ
れ
る
仮
説
を
掲
示
す
る
。
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
不
満
を
も
つ
市
民
は
、
ど
の
よ
う
な
反
応
を
と
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ａ
Ｃ
Ｓ

Ｉ
自
治
体
モ
デ
ル
（
図
１
）
で
は
、「
サ
ー
ビ
ス
全
体
に
対
す
る
満
足
度
」
は
、「
転
出
意
思
」
に
負
（
－
）、「
地
方
政
府
へ
の
信
頼
」
に

正
（
＋
）
の
影
響
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
我
々
の
直
感
と
も
整
合
的
で
あ
ろ
う
。
係
数
を
み
る
と
、「
サ
ー
ビ
ス
全
体
に

対
す
る
満
足
度
」
が
「
転
出
意
思
」
に
与
え
る
影
響
は
－
〇
・
二
二
、
つ
ま
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
に
満
足
し
て
い
れ
ば
市
民
の
転
出
意

思
が
約
二
二
％
低
下
す
る
と
い
う
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
で
、
こ
の
「
サ
ー
ビ
ス
全
体
に
対
す
る
満
足
度
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
「
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
質
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）」
を
構
成
す
る
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
も
つ
係
数
は
小
さ
く
、
一
番
係
数
の
大
き
い
サ
ー

ビ
ス
で
も
そ
の
影
響
力
は
一
九
％
ほ
ど
で
あ
る
。
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
自
治
体
モ
デ
ル
そ
れ
自
体
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体

へ
の
満
足
度
に
影
響
を
与
え
、
不
満
の
場
合
に
は
自
治
体
へ
の
信
頼
の
低
下
と
と
も
に
、
自
治
体
か
ら
の
転
出
意
思
が
向
上
す
る
と
い
う

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
モ
デ
ル
に
お
け
る
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
」
に
対
し
て
評
価
す
る
市
民
と

い
う
前
提
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
市
民
は
、
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
同
様
の
評
価
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
満
足
度
は
市
民
の
主
観
的
な
判
断
に
基
づ
く
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評
価
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
客
観
的
指
標
と
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。K

elly &
 Sw

indell

（2002

）
は
、
国
際
シ
テ

ィ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
管
理
協
会
（International City/County M

anagem
ent A

ssociation: ICM
A

）
の
比
較
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
地
方
行
政
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
デ
ー
タ
と
、
市
民
満
足
度
調
査
の
結
果
を
比
較
し
、
相
関
関
係
を
分
析
し
た
。

し
か
し
、
想
定
通
り
の
結
果
を
得
ら
れ
た
の
は
公
園
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（Parks and Recreational Services

）
の
み
で
あ
り
、
警
察

（Police Service
）、
消
防
・
救
急
（Fire and Em

ergency M
edical Services

）
に
つ
い
て
は
客
観
的
指
標
と
満
足
度
の
間
で
強
い
相
関
関

係
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
道
路
管
理
（Road M

aintenance Services

）
に
つ
い
て
は
、
想
定
と
逆
の
連
関
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
野
田
（
二
〇
一
三
）
も
三
重
県
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
抽
出
し
た
市
民
満
足
度
と
客
観
的
指
標
と
の
相
関
関
係
を

分
析
し
た
が
、
そ
の
対
象
は
両
者
の
対
応
関
係
が
あ
る
程
度
明
瞭
な
分
野
に
絞
っ
た
。
客
観
的
指
標
に
関
し
て
は
、
イ
ン
プ
ッ
ト
指
標
や

効
率
性
指
標
で
は
な
く
、
市
民
が
判
断
し
う
る
よ
う
な
ア
ウ
ト
カ
ム
に
で
き
る
だ
け
近
い
デ
ー
タ
を
使
用
し
て
い
る
。
分
析
の
結
果
、
九

つ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
内
、
想
定
さ
れ
た
相
関
関
係
と
整
合
的
で
あ
っ
た
の
は
「
医
療
体
制
」「
交
通
安
全
」
を
除
く
七
つ
で
あ
っ

た
。
ア
ウ
ト
カ
ム
に
近
い
客
観
的
指
標
を
用
い
た
場
合
に
は
、
市
民
満
足
度
と
の
間
に
あ
る
程
度
高
い
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を

実
証
し
た
の
で
あ
る
。
客
観
的
指
標
と
主
観
的
指
標
と
し
て
の
満
足
度
は
必
ず
し
も
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
市
民
は
適
正
な
判
断
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
よ
り
市
民
が

も
つ
評
価
は
変
わ
る
の
で
あ
り
、
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
自
治
体
モ
デ
ル
の
想
定
す
る
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
全
体
に
対
す
る
満
足
」
が
も
た
ら
す
市
民
の

反
応
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
少
々
単
純
な
構
造
を
し
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、
テ
ィ
ブ
ー
仮
説
に
お
い
て
も
、
市
民
が
自
ら
好
み
の

税
制
も
し
く
は
サ
ー
ビ
ス
分
野
を
最
も
よ
く
満
た
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
移
動
し
、
そ
の
好
み
を
満
た
せ
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
は
退
出

す
る
と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
や
は
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
よ
っ
て
市
民
の
転
出
意
思
が
異
な
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。
よ
っ
て
、
本
研
究
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
自
治
体
モ
デ
ル
の
提
唱
す
る
、
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
満
が
市
民
の
転
出
意
思
を
高
め
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
に
は
同
意
す
る
も
の
の
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
満
足
度
が
市
民
の
行
動
を
決
め
て
い
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
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で
は
、
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
が
市
民
の
行
動
を
促
す
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
示
唆
を
与
え
る
の
は
、
ポ
ー
ル
・
ピ
ー
タ
ー
ソ

ン
に
よ
る
「
福
祉
の
磁
石
（w

elfare m
agnet

）」
理
論
で
あ
る
。
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
は
、
連
邦
政
府
に
よ
る
福
祉
給
付
の
増
加
に
対
応
し
た

州
政
府
の
福
祉
給
付
の
削
減
は
、
低
所
得
者
層
に
と
り
自
州
の
魅
力
を
最
小
化
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
と
す
る
伝
統
的
な
機
能
理
論
に

対
し
、
福
祉
政
策
の
も
つ
「
福
祉
の
磁
石
（w

elfare m
agnet

）」
と
い
う
考
え
方
を
提
示
し
た
（Peterson 1995: 121-126

）。
よ
り
高
い
福

祉
給
付
を
提
供
す
る
州
は
、
税
負
担
は
重
い
が
便
益
の
少
な
い
高
所
得
者
を
退
出
さ
せ
、
税
負
担
能
力
は
な
い
が
便
益
を
求
め
る
低
所
得

者
を
引
き
寄
せ
る
。
そ
の
福
祉
水
準
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
低
所
得
者
の
他
州
へ
の
移
動
を
引
き
留
め
る
こ
と
と
な
り
、
福
祉
の
磁
石

と
し
て
さ
ら
に
強
い
効
果
を
発
揮
す
る
と
い
う
。
実
際
、
マ
ー
ク
・
ロ
ム
と
の
共
著
で
は
、
米
国
四
八
州
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
に
お
け

る
調
査
を
通
し
、
高
い
福
祉
給
付
水
準
を
も
つ
州
で
は
貧
困
率
が
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（Peterson and Rom

 

1990

）。

　

こ
の
「
福
祉
の
磁
石
（w

elfare m
agnet
）」
が
も
た
ら
す
帰
結
と
し
て
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
が
提
唱
す
る
の
が
、「
都
市
の
限
界
（city 

lim
its

）」
論
で
あ
る
（Peterson 1981

）。
統
治
構
造
上
、
財
源
の
多
く
を
自
主
的
に
確
保
・
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
米
国
の
地
方
政

府
は
、
平
等
主
義
を
犠
牲
に
し
て
効
率
性
を
重
視
す
る
政
策
策
定
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
た
め
政
策
策
定
者
は
、
都
市
に
経
済

発
展
を
も
た
ら
し
高
額
納
税
者
を
引
き
つ
け
る
開
発
政
策
を
積
極
的
に
行
う
一
方
で
、
納
税
も
で
き
ず
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
貧

困
者
を
引
き
つ
け
る
再
分
配
政
策
に
は
消
極
的
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
企
業
を
誘
致
す
る
た
め
に
法
人
税
率
を
、
そ
し
て
貧

困
者
を
退
出
さ
せ
る
た
め
に
福
祉
水
準
を
、
地
方
政
府
同
士
が
そ
れ
ぞ
れ
競
っ
て
引
き
下
げ
よ
う
と
す
る
、「
底
辺
へ
の
競
争
（race to 

the bottom

）」
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
、
都
市
政
治
の
構
造
的
制
約
に
よ
り
、
地
方
政
府
は
中
央
政
府
の
関
与
な
く

し
て
再
分
配
政
策
を
展
開
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
税
収
増
加
の
見
込
め
る
開
発
政
策
ば
か
り
を
選
択
し
て
し
ま
う
と
い
う
の
が
ピ
ー
タ
ー

ソ
ン
の
主
張
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
一
連
の
議
論
か
ら
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
再
分
配
政
策
が
市
民
の
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
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と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
や
そ
れ
に
続
く
議
論
で
は
、
移
民
や
貧
困
者
を
主
と
す
る
い
わ
ゆ
る
「
社
会
的
弱

者
」
の
み
が
、
移
動
す
る
市
民
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
市
民
満
足
度
研
究
の
見
地
か
ら
は
、「（
所
得
階
層
に
関
係
な
く
）
一
般

市
民
」
に
も
自
治
体
転
出
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。D

ow
ding &

 John

（2008

）
の
研
究
で
は
、
現
在
提
供
さ
れ
る
サ

ー
ビ
ス
（
特
に
教
育
、
保
健
分
野
）
へ
の
不
満
が
大
き
い
ほ
ど
、
市
民
は
よ
り
遠
く
へ
の
移
動
を
考
慮
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
実
証
さ

れ
て
い
る
（D

ow
ding &

 John 2008: 296-297

）。
ま
た
、Salucci &

 Bickers

（2011

）
は
、
地
域
住
民
が
制
度
化
さ
れ
た
発
言
権
を
行
使

で
き
て
い
る
か
否
か
（
特
に
地
域
の
ニ
ー
ズ
や
懸
念
に
対
応
し
て
い
な
い
と
み
な
さ
れ
る
議
員
を
交
代
さ
せ
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
）
が
自
治
体
転

出
へ
の
道
を
決
定
づ
け
る
と
仮
定
し
、
独
自
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（N

＝1221

）
や
各
自
治
体
で
の
選
挙
人
入
れ
替
わ
り
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
基
に
実
証
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
地
方
政
治
に
お
け
る
選
挙
人
の
入
れ
替
わ
り
は
、
自
治
体
か
ら
の
転
出
意
思
に
決
定
的
な

負
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
市
民
は
選
挙
人
の
入
れ
替
わ
り
頻
度
の
高
さ
を
政
策
変
更
の
可
能
性
を
示
す

指
標
と
み
な
し
て
お
り
、
た
と
え
集
団
的
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
不
満
が
あ
っ
て
も
、
近
い
将
来
に
政
治
的
変
化
の
見

込
み
が
あ
る
場
合
に
は
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
住
み
続
け
よ
う
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
市
民
に
と
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
度
は
そ
の
分
野
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
地
元
に
対
す
る
評
価
（
公
立
学
校
、
近
所
付
き
合
い
、
安
全
意
識
）
の
高
さ
が
彼
ら

の
転
出
意
思
の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
（Salucci and Bickers 2011: 177-178

）。
い
ず
れ
の
研
究
で
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
満

足
度
に
対
す
る
転
出
意
思
の
高
低
は
所
得
階
層
に
関
係
な
く
実
証
さ
れ
て
い
る（
（
（

。
そ
し
て
、
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
議
論
と
同
様
に
、
特
に
再

分
配
政
策
（
福
祉
分
野
、
教
育
分
野
な
ど
）
へ
の
満
足
度
が
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
、
以
下
の
仮
説
が
導
出
さ
れ
る
。

「
自
治
体
の
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
が
高
く
な
る
と
、
市
民
の
転
出
超
過
率
が
減
少
す
る
。」

　

①　

高
齢
者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
分
野
の
満
足
度
が
高
く
な
る
と
、
市
民
の
転
出
超
過
率
が
減
少
す
る
。
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②　

子
育
て
支
援
分
野
の
満
足
度
が
高
く
な
る
と
、
市
民
の
転
出
超
過
率
が
減
少
す
る
。

　

③　

学
校
教
育
分
野
の
満
足
度
が
高
く
な
る
と
、
市
民
の
転
出
超
過
率
が
減
少
す
る
。

　

本
研
究
の
仮
説
は
、
一
つ
の
大
論
点
と
三
つ
の
小
論
点
に
大
別
さ
れ
る
。
大
論
点
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
が
市
民
の
転
出
意
思

に
負
の
影
響
を
与
え
る
と
い
う
Ａ
Ｃ
Ｓ
Ｉ
モ
デ
ル
の
知
見
に
基
づ
い
て
い
る
。D

ow
ding &

 John

（2008

）
は
、“Exit”

を
（
ⅰ
）
居
住

地
移
転
（m

oving location

）、（
ⅱ
）
公
的
機
関
か
ら
民
間
機
関
へ
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
移
動
（m

oving from
 the public to a private 

sector provider

）、（
ⅲ
）
公
的
機
関
間
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
移
転
（m

oving betw
een public sector providers

）
の
三
タ
イ
プ
に
類
型
化

す
る
モ
デ
ル
を
提
示
し
、
特
に
（
ⅰ
）（
ⅱ
）
に
つ
い
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
タ
イ
プ
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
が
研

究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
い
る
英
国
（
Ｕ
Ｋ
）
と
日
本
で
は
大
き
な
文
化
的
・
政
治
的
差
異
が
存
在
す
る
。
教
育
、
医
療
・
福
祉
に
か
か

わ
ら
ず
行
政
主
体
が
多
く
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
日
本
に
お
い
て
は
、（
ⅱ
）
の
移
転
は
考
え
づ
ら
い
、
も
し
く
は
少
数
で
あ

る
と
想
定
さ
れ
、
最
も
表
出
し
や
す
い
「
離
脱
」
行
動
と
し
て
は
（
ⅰ
）
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
前
述
の
よ
う
に
、
本
研
究
の
目
的
は
、「
転
出
意
思

0

0

」
で
は
な
く
、
実
際
に
意
思
が
行
動
と
し
て
発
現
し
た
ケ
ー
ス
を
分
析
す

る
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
従
属
変
数
に
は
客
観
的
デ
ー
タ
に
よ
る
市
民
の
「
転
出
行
動

0

0

」
が
当
て
は
ま
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
を
操
作

化
す
る
際
に
は
、
直
感
的
に
は
「
自
治
体
か
ら
の
転
出
率（
（
（

」
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
満
は
、
プ
ッ
シ

ュ
要
因
（
自
治
体
か
ら
移
動
す
る
要
因
）
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
プ
ル
要
因
（
他
自
治
体
へ
移
動
す
る
要
因
）
と
し
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
い
う
知
見
（John et al. 1995; D

ow
ding and John 1996

）
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
評
判
の
良
い
（
＝
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
満
足
度
の
高
い
）
自
治
体
に
転
入
す
る
市
民
の
存
在
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
本
研
究
で
は
、
市
民
の
「
転
出
行
動
」
を

操
作
化
す
る
変
数
と
し
て
、「
自
治
体
か
ら
の
転
出
超
過
率（
（1
（

」
を
投
入
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

三
つ
の
小
論
点
は
、
大
論
点
か
ら
派
生
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
別
に
分
け
て
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。「
福
祉
の
磁
石
」
理
論
や

001-054_01_天沼_大学院論文集63号.indd   17001-054_01_天沼_大学院論文集63号.indd   17 2023/07/18   18:502023/07/18   18:50



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集63号（令和５年度）

� 18

市
民
満
足
度
研
究
の
知
見
か
ら
、
再
分
配
政
策
へ
の
満
足
度
が
市
民
の
転
出
意
思
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
市
民
満
足
度
の
比
較
分
析
を
行
っ
た
野
田

（
二
〇
一
四
）
は
、
複
数
の
自
治
体
の
市
民
満
足
度
調
査
か
ら
把
握
で
き
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
分

野
と
し
て
、「
高
齢
者
福
祉
」「
保
健
・
医
療
」「
子
育
て
支
援
」「
学
校
教
育
」「
交
通
環
境

の
整
備
」「
商
工
業
の
振
興
」「
観
光
振
興
」「
防
災
対
策
」「
防
犯
対
策
」「
ご
み
処
理
」「
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
」「
行
財
政
運
営
」
の
一
二
分
野
を
類
型
化
し
整
理
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
再
分
配
政
策
に
該
当
す
る
の
は
、「
高
齢
者
福
祉
」「
保
健
・
医
療
」「
子
育
て
支
援
」

「
学
校
教
育
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
四
分
野
を
投
入
し
た
重
回
帰
分
析
の
モ
デ
ル
で

は
、「
高
齢
者
福
祉
」「
保
健
・
医
療
」
の
二
分
野
間
で
多
重
共
線
性
（M

ulticollinearity

）

が
観
察
さ
れ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
日
本
に
お
い
て
自
治
体
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
格
差
が
顕
著

と
は
考
え
づ
ら
い
「
保
健
・
医
療
」
分
野
を
捨
象
し
、
と
り
わ
け
高
齢
者
の
移
動
要
因
と
し

て
考
え
得
る
「
高
齢
者
福
祉
」
分
野
を
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
。
よ
っ
て
、
本
研
究
の
分
析

に
お
い
て
独
立
変
数
と
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
と
し
て
は
、「
高
齢
者
福
祉
・
障
が
い
者

福
祉（
（1
（

」「
子
育
て
支
援
」「
学
校
教
育
」
の
三
分
野
を
採
用
し
て
い
る
。
以
上
の
議
論
を
経
て

導
出
さ
れ
た
仮
説
を
パ
ス
図
に
反
映
す
る
と
、
図
２
の
よ
う
に
な
る
。

四　

変
数
、
分
析
対
象
の
設
定

　

本
章
で
は
、
第
五
章
以
降
の
実
証
分
析
に
先
立
ち
、
変
数
（
従
属
変
数
、
独
立
変
数
、
統
制

図２　本研究におけるパス図（筆者作成）

独立変数 従属変数

転出超過率
の低下

行政サービスへの満足

高齢者福祉・
障がい者福祉

子育て支援

学校教育
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変
数
）
の
設
定
お
よ
び
分
析
対
象
と
な
る
国
内
自
治
体
の
選
定
を
行
う
。

㈠　

変
数
の
設
定

　

１　

従
属
変
数

　

従
属
変
数
と
し
て
「
転
出
超
過
率
」
を
用
い
る
こ
と
は
述
べ
た
が
、
具
体
的
に
は
令
和
二
年
度
国
勢
調
査
（
総
務
省
）
で
発
表
さ
れ
た

二
〇
一
五
～
二
〇
二
〇
年
の
五
年
間
で
の
自
治
体
転
出
超
過
率
を
用
い
る
。
こ
れ
は
、
五
年
前
は
当
該
地
域
に
常
住
し
て
い
た
が
、
二
〇

二
〇
年
現
在
は
当
該
地
域
以
外
に
常
住
し
て
い
る
者
の
超
過
率
を
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
に
際
し
て
は
、
居
住
地
移
動
の
動
態
を

知
る
た
め
に
年
齢
別
の
デ
ー
タ
も
同
調
査
か
ら
収
集
し
た
（
第
六
章
で
使
用
）。

　

国
勢
調
査
は
「
遷
移
ベ
ー
ス
」
の
移
動
統
計
で
あ
り
、
最
初
の
移
動
元
と
最
後
の
移
動
先
し
か
捕
捉
さ
れ
な
い
た
め
、
あ
る
個
人
が
移

動
期
間
内
に
複
数
回
移
動
し
た
場
合
は
、
調
査
結
果
上
、
非
移
動
者
と
の
区
別
が
で
き
な
い
こ
と
が
留
意
さ
れ
る
（
根
本
ら
二
〇
二
一
）。

本
来
な
ら
ば
、
移
動
期
間
に
つ
い
て
加
法
性
の
成
り
立
つ（
（1
（

「
発
生
ベ
ー
ス
」
の
移
動
統
計
で
あ
る
住
民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
を
用
い

る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
今
回
分
析
対
象
と
な
る
市
区
単
位
の
自
治
体
に
つ
い
て
は
年
齢
別
な
ど
詳
細
な
移
動
の
様
態
が
調
査
さ
れ
て
お

ら
ず
、
デ
ー
タ
と
し
て
不
適
と
判
断
し
た
。
将
来
的
に
デ
ー
タ
が
揃
う
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
こ
の
点
は
限
界
と
し
て
捉
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
上
の
限
界
を
抱
え
な
が
ら
も
、
当
該
国
勢
調
査
の
デ
ー
タ
を
用
い
る
の
に
は
二
点
の
長
所
が
あ
る
。
一
点
目
は
、

住
居
移
動
に
係
る
時
間
的
・
金
銭
的
コ
ス
ト
を
考
慮
し
、
市
民
が
移
動
に
か
け
る
期
間
と
し
て
五
年
間
と
い
う
猶
予
を
設
定
で
き
る
点
で

あ
る
。

　

そ
し
て
二
点
目
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
期
間
に
挟
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
転
勤
や
進
学
と
い
っ
た
「
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
々
」
の
効

果
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
点
に
あ
る
。
仕
事
や
学
業
の
都
合
に
よ
っ
て
移
動
す
る
市
民
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
に
対
応
し
て

移
動
す
る
市
民
を
分
析
対
象
と
す
る
本
研
究
に
お
い
て
、
最
大
限
統
制
し
た
い
対
象
と
な
る
。
二
〇
一
九
年
三
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
コ
ロ

001-054_01_天沼_大学院論文集63号.indd   19001-054_01_天沼_大学院論文集63号.indd   19 2023/07/18   18:502023/07/18   18:50



� 慶應義塾大学大学院法学研究科論文集63号（令和５年度）

� 20

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
は
、
現
代
社
会
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
日
本
で
は
、
従
来
一
〇
％
台
を
推
移
し
て
い
た
企
業
の
リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
実
施
率
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
二
〇
二
〇
年
に
は
二
三
・
〇
％
に
ま
で
上
昇
し
て
い
る
（
総
務
省
二
〇
二
二
）。
特
に
、
人
口
の
転
出

入
が
激
し
い
首
都
圏
（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
）
で
は
、
二
〇
一
九
年
ま
で
一
八
・
八
％
で
あ
っ
た
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
実
施

率
が
三
四
・
一
％
と
、
他
地
方
都
市
圏
と
比
較
し
て
も
急
上
昇
し
て
い
る
。
実
際
、
一
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
発
出
後
の
二
〇
二
〇
年
五

月
に
は
、
現
行
の
集
計
方
法
で
は
初
め
て
東
京
都
で
の
転
出
超
過
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
少
な
く
と
も
二
〇
二
〇
年
中
は
六
月
を
除
き
全

て
の
月
で
転
出
超
過
が
継
続
し
て
い
る
。
国
勢
調
査
の
実
施
さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
に
つ
い
て
も
転
出
超
過
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
二
〇
一
五
年
と
比
較
し
た
際
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
移
動
す
る
市
民
の
姿
が
よ
り
捉
え
や
す
い
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
本
研
究
の
目
的
を
果
た
す
上
で
、
コ
ロ
ナ
禍
を
自
然
実
験
（natural experim

ent

）
と
し
て
利
用
で
き
る
国
勢
調
査
デ
ー
タ
を

用
い
る
こ
と
に
は
一
定
の
有
用
性
が
あ
る
と
解
せ
る
の
で
あ
る
。

　

２　

独
立
変
数

　

本
研
究
に
お
い
て
、
主
た
る
独
立
変
数
と
な
る
の
は
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
全
国
の
自
治
体
（
単
位
：
市

区
）
の
市
民
満
足
度
調
査
か
ら
算
出
し
比
較
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
自
治
体
に
よ
り
そ
の
測
定
尺
度
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ

の
ま
ま
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
共
通
測
定
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
Ｐ
Ｔ
Ｍ

（Percent T
o M

axim
um

）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ミ
ラ
ー
＝
ミ
ラ
ー
（T

. I. M
iller and M

. A
. M

iller 1991

）
が
考
案
し
た
も
の
で
、
異
な
る

尺
度
で
測
定
さ
れ
た
満
足
度
を
〇
～
一
〇
〇
の
値
に
変
換
し
指
標
化
す
る
。
ミ
ラ
ー
＝
ミ
ラ
ー
（
一
九
九
一
）
は
、
米
国
四
〇
州
二
六
一

市
の
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
地
方
政
府
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
市
民
の
評
価
を
Ｐ
Ｔ
Ｍ
で
集
計
す
る
こ
と
で
、
当
初
否
定
的
と
考

え
ら
れ
て
き
た
市
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
評
価
が
、
実
際
は
あ
る
程
度
高
い
評
価
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ｍ
に
よ

る
市
民
満
足
度
の
自
治
体
間
比
較
は
、
日
本
で
は
管
見
の
限
り
野
田
（
二
〇
一
四
）
以
外
で
該
当
文
献
は
見
つ
か
ら
な
い
が
、
海
外
で
は

K
elly &

 Sw
indell

（2002

）、M
elkers &

 T
hom

as

（1998

）
な
ど
多
数
の
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
計
算
方
法
は
以
下
の
通
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り
で
あ
る
（
野
田
二
〇
一
三
）。

　

例
え
ば
、
Ａ
市
の
五
件
法
に
よ
る
市
民
満
足
度
調
査
で
は
、「
１
＝
不
満
」
が
二
〇
件
、「
２
＝
や
や
不
満
」
が
一
〇
件
、「
３
＝
ど
ち

ら
で
も
な
い
」
が
一
〇
件
、「
４
＝
や
や
満
足
」
が
三
〇
件
、「
５
＝
満
足
」
が
三
〇
件
と
す
る
。
一
方
、
Ｂ
市
の
四
件
法
に
よ
る
市
民
満

足
度
調
査
で
は
、「
１
＝
不
満
」
が
二
〇
件
、「
２
＝
や
や
不
満
」
が
二
〇
件
、「
３
＝
や
や
満
足
」
が
五
〇
件
、「
４
＝
満
足
」
が
一
〇
件

と
す
る
。
こ
の
時
、
そ
れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｔ
Ｍ
は
以
下
の
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
測
定
尺
度
の
異
な
る
自
治
体
Ａ
市
と
Ｂ
市
の
例
を
と
っ
て
も
、
一
見
す
る
と
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
Ｐ
Ｔ
Ｍ
に
変
換

す
る
と
容
易
に
比
較
が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
式
に
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
非
常
に
平
易
な
計
算
方
法
で
あ
り
、
デ
ー
タ
の
再
現

性
が
大
き
く
担
保
さ
れ
る
点
も
研
究
上
意
義
深
い
。

　

市
民
満
足
度
の
測
定
対
象
は
、
仮
説
と
し
て
掲
示
し
た
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
」「
子
育
て
支
援
」「
学
校
教
育
」
に
関
連
す
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
な
お
、
各
自
治
体
の
行
う
市
民
満
足
度
調
査
に
つ
い
て
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
区
分
や
そ
の
表
現
方
法
が
異
な
る
た

PT
M

＝
（

平
均

値
－

尺
度

の
最

小
値

）
÷

（
尺

度
の

最
大

値
－

尺
度

の
最

小
値

）
×

100

Ａ
市

：
平

均
値

＝（
1×

20＋
2×

10＋
3×

10＋
4×

30＋
5×

30）÷
100＝

3.4

PT
M

＝（
3.4－

1）÷（
5－

1）×
100＝

60

Ｂ
市

：
平

均
値

＝（
1×

20＋
2×

20＋
3×

50＋
4×

10）÷
100＝

2.5

PT
M

＝（
2.5－

1）÷（
4－

1）×
100＝

50
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め
、
野
田
（
二
〇
一
四
）
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
化
に
倣
い
そ
れ
ぞ
れ
整
理
・
処
理
し
て
い
る
（
巻
末
資
料
参
照
）。

　

３　

統
制
変
数

　

そ
の
他
、
統
制
変
数
に
つ
い
て
は
、
人
口
移
動
モ
デ
ル
を
援
用
し
て
設
定
す
る
。
人
口
移
動
と
は
、
社
会
階
層
間
の
移
動
で
あ
る
社
会

的
移
動
を
含
む
場
合
も
あ
る
が
、
通
常
は
地
理
的
移
動
（
地
域
間
の
移
動
）
の
う
ち
常
住
地
の
変
更
を
伴
う
移
動
を
指
す
も
の
と
さ
れ
る

（
井
上
二
〇
一
四
：
二
六
四
）。
人
口
移
動
の
古
典
的
モ
デ
ル
は
、
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
に
よ
る
人
口
移
動
の
量
や
方
向
の
法
則
性
を
捉
え
た
、

い
わ
ゆ
る
「
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
の
法
則
」
で
あ
る
。
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
人
口
移
動
の
法
則
と
し
て
、
①
人
口
移
動
は
段
階
を
踏
ん
で

起
こ
る
（
農
村
→
小
都
市
→
大
都
市
）、
②
外
国
か
ら
の
移
動
者
は
都
市
の
中
心
部
に
集
ま
り
や
す
い
、
③
一
方
向
の
移
動
は
、
逆
方
向
の

移
動
を
も
た
ら
す
、
④
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
流
入
（
都
市
出
身
者
は
農
村
出
身
者
よ
り
も
移
動
性
が
低
い
）、
⑤
短
距
離
移
動
に
お
け
る
女

子
の
優
位
性
、
⑥
経
済
発
展
に
伴
う
移
動
の
増
加
、
の
六
要
因
を
提
示
し
た
（Ravenstein1889: 286-288；

岸
本
一
九
八
〇
：
一
六
六
―
一
六

八
）。

　

井
上
（
二
〇
一
四
）
の
理
論
的
整
理
に
よ
る
と
、
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
の
主
眼
は
職
業
移
動
あ
る
い
は
労
働
力
移
動
に
あ
り
、
そ
の
要
因

は
以
下
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
と
い
う
。

●　

距
離
摩
擦
要
因

　

地
理
学
的
概
念
と
し
て
、
二
つ
の
地
域
間
の
相
互
作
用
は
、
そ
れ
ら
の
距
離
が
増
大
す
る
ほ
ど
縮
減
す
る
。
人
口
移
動
の
場
合
に
は
、

移
動
の
発
着
地
間
の
距
離
の
増
大
は
、
人
口
の
移
動
量
の
減
少
を
意
味
す
る
こ
と
と
な
る
。

●　

人
口
規
模
要
因 

　

出
発
地
と
到
着
地
の
人
口
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
間
の
人
口
移
動
量
が
増
加
す
る
と
考
え
る
も
の
。
上
述
し
た
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン

の
法
則
④
に
あ
る
よ
う
に
、
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
は
地
方
か
ら
大
規
模
な
商
工
業
地
の
中
心
に
向
か
っ
て
人
口
が
移
動
し
や
す
い
、
つ
ま
り

到
着
地
の
人
口
規
模
に
応
じ
て
人
口
移
動
が
発
生
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
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●　

経
済
格
差
要
因

　

人
々
は
、
経
済
水
準
の
低
い
地
域
か
ら
よ
り
高
い
地
域
へ
移
動
す
る
と
考
え
る
も
の
。
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
政
治
的
・
社
会
的
・
自

然
的
要
因
よ
り
も
、
よ
り
良
い
経
済
的
生
活
を
求
め
た
人
口
移
動
は
非
常
に
大
き
な
要
因
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
他
の
要
因
と
異
な
り
、

人
口
移
動
量
と
と
も
に
移
動
の
方
向
性
を
も
規
定
す
る
と
み
な
す
考
え
方
で
あ
る
。

　

以
上
、
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
の
議
論
や
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
人
口
移
動
モ
デ
ル
の
知
見
か
ら
は
、
統
制
変
数
と
し
て
、
属
性
要
因
、
人
口

規
模
要
因
、
産
業
要
因
、
経
済
的
要
因
の
四
つ
が
導
出
さ
れ
る
。

［
属
性
要
因
］　

女
性
人
口
比
率
（
二
〇
二
〇
）　　

出
所
：
総
務
省
統
計
局
「
令
和
二
年
度
国
勢
調
査
」

　

市
民
の
属
性
要
因
に
関
し
て
は
、「
女
性
人
口
比
率
」
を
投
入
す
る
。
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
の
法
則
⑤
に
あ
る
よ
う
に
、
進
学
や
就
職
の

み
な
ら
ず
、
妊
娠
、
出
産
、
育
児
環
境
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
な
ど
、
男
性
に
比
べ
女
性
は
、
比
較
的
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
居

住
環
境
に
求
め
る
条
件
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
の
研
究
自
体
は
、
一
九
世
紀
英
国
の
激
し
い
人
口
増
加
と
都
市
化
に

伴
う
人
口
移
動
の
様
態
を
経
験
則
か
ら
明
ら
か
と
し
た
古
典
的
移
動
理
論
で
あ
る
が
、
竹
口
・
鈴
木
（
二
〇
二
一
）
の
日
本
に
お
け
る
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
の
定
住
意
向
、
転
出
回
避
に
関
す
る
調
査
で
も
、
女
性
は
人
生
の
転
機
を
迎
え
た
際
に
転
出
し
や
す
い
傾
向
に
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
（
竹
口
、
鈴
木
二
〇
二
一
：
一
〇
四
八
）。
そ
の
た
め
、
女
性
の
多
い
自
治
体
で
は
、
そ
れ
だ
け
転
出
が
激
し
い

も
の
と
想
定
さ
れ
る
。

［
人
口
規
模
要
因
］　

人
口
密
度
（
二
〇
二
〇
）　　

出
所
：
総
務
省
統
計
局
「
令
和
二
年
度
国
勢
調
査 

就
業
状
態
等
基
本
集
計
」

　

人
口
移
動
に
あ
た
り
、
そ
の
受
け
入
れ
側
と
送
り
出
し
側
の
人
口
と
距
離
に
よ
り
人
口
移
動
量
が
決
ま
る
と
す
る
「
重
力
モ
デ
ル
」

（Zipf 1946; Cohen et al. 2008

）
で
は
、
人
口
重
力
の
大
き
い
（
＝
人
口
密
度
の
高
い
）
地
域
ほ
ど
人
々
の
転
出
入
が
激
し
く
な
る
と
い
わ
れ
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て
い
る
。
こ
れ
を
日
本
の
都
道
府
県
を
対
象
に
実
証
分
析
を
行
っ
た
林
（
二
〇
一
四
）
に
お
い
て
も
、
人
口
密
度
が
高
け
れ
ば
移
動
性
向

が
高
ま
る
傾
向
が
あ
る
と
い
う
結
果
が
示
さ
れ
た
。
林
の
実
施
し
た
相
関
分
析
の
結
果
を
み
る
と
、
人
口
密
度
は
、
都
道
府
県
単
位
で
の

移
動
に
は
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
が
、
市
区
町
村
単
位
の
移
動
（
市
区
町
村
内
移
動
率
、
市
区
町
村
間
県
内
移
動
率
）
で
は
有
意
な
影
響
を

与
え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
市
区
町
村
内
定
住
率
に
関
し
て
は
、
高
い
負
の
相
関
（
係
数
は‒

〇
・
五
三
四
）
を
も
っ
て
い
る
（
林
二
〇
一

四
：
一
四
―
一
六
）。
つ
ま
り
、
人
口
密
度
が
高
い
と
、
市
区
町
村
の
市
民
が
定
住
し
に
く
く
な
る
こ
と
で
移
動
性
向
が
高
ま
る
と
解
釈
で

き
る
。
本
分
析
で
は
、
従
属
変
数
が
転
出
超
過
率
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
密
度
と
転
出
超
過
率
と
は
正
の
相
関
が
あ
る
と
想
定
す
る
。

な
お
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
人
口
密
度
の
対
数
変
換
を
行
っ
て
い
る
。

［
産
業
要
因
］　

第
三
次
産
業
人
口
比
（
二
〇
二
〇
）　　

出
所
：
同
右

　

第
一
次
産
業
、
第
二
次
産
業
と
は
異
な
り
、
第
三
次
産
業
は
居
住
地
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
就
労
可
能
な
形
態
で
あ
り
、
人
口
移
動
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
の
法
則
に
は
、
属
性
要
因
以
外
に
も
、
④
、
⑥
に
あ
る
よ
う
に
産
業
要

因
が
含
ま
れ
て
い
る
（Ravenstein 1889: 287-288
）。

　

日
本
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は
第
二
次
産
業
の
雇
用
動
向
が
人
口
移
動
に
影
響
を
与
え
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
低
成
長
期
で
は
第

三
次
産
業
の
雇
用
動
向
が
人
口
移
動
に
支
配
的
な
影
響
を
も
つ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
渡
辺
一
九
八
九
な
ど
）。
特
に
、
一
九
八
〇
～

二
〇
〇
〇
年
代
の
「
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
」（
金
融
・
保
険
・
不
動
産
業
）
の
集
積
が
東
京
圏
に
お
け
る
若
年
層
の
人
口
流
入
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
（
平
原
二
〇
二
二
：
三
八
二
）。
つ
ま
り
、
第
三
次
産
業
の
集
ま
る
地
域
（
主
と
し
て
首
都
圏
）
に
は
、
若
年
層
や
労
働
者
層
な
ど
多
く

の
人
々
が
転
入
す
る
と
考
え
ら
れ
、
転
出
超
過
率
と
は
負
の
相
関
が
想
定
さ
れ
る
。

［
経
済
的
要
因
］　

世
帯
の
一
ヵ
月
あ
た
り
家
賃
（
二
〇
一
八
）　　

出
所
：
総
務
省
統
計
局
「
平
成
三
〇
年
度
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」
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ラ
ベ
ン
ス
タ
イ
ン
は
、
経
済
格
差
を
重
要
な
人
口
移
動
要
因
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
居
住
地
移
動
を
主
眼
に
お
く
本
研
究
で
は
、
経
済

的
要
因
と
し
て
賃
貸
住
宅
に
お
け
る
家
賃
を
充
て
る
こ
と
と
す
る
。
テ
ィ
ブ
ー
仮
説
に
お
け
る
移
動
す
る
市
民
の
前
提
と
な
る
の
は
、
居

住
元
と
居
住
先
と
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
税
制
の
情
報
を
比
較
で
き
る
市
民
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
す
る
。
こ
れ
は
、
市
民
が
自
身
の
経
済

状
況
を
鑑
み
、
そ
れ
に
合
っ
た
自
治
体
を
選
択
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
市
民
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、
経
済

的
負
担
が
少
し
で
も
小
さ
い
自
治
体
、
す
な
わ
ち
家
賃
の
安
い
自
治
体
へ
と
積
極
的
に
移
動
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
よ
り

物
価
や
家
賃
の
安
い
都
心
部
郊
外
に
、
都
心
部
勤
務
者
の
受
け
皿
と
な
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
が
多
く
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
整
合
的
と

い
え
よ
う
。
な
お
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
世
帯
の
一
ヵ
月
あ
た
り
家
賃
の
対
数
変
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

人
口
移
動
モ
デ
ル
か
ら
導
出
さ
れ
る
統
制
変
数
は
以
上
で
あ
る
が
、
最
後
に
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
理
論
に
お
い
て
重
要
と
さ
れ
る
「
忠
誠

（Loyalty

）」
の
概
念
を
、
五
つ
目
の
統
制
変
数
と
し
て
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
研
究
に
お
い
て
は
、
操
作
化
し
た
変
数
と
し
て
「
持

ち
家
率
」
を
投
入
す
る
。

［「
忠
誠
（Loyalty

）」
要
因
］　

持
ち
家
率
（
二
〇
一
八
）　　

出
所
：
同
右

　
「
忠
誠
」
と
は
、
組
織
に
対
す
る
特
別
な
愛
着
を
指
す
も
の
で
あ
り
、「
離
脱
を
寄
せ
つ
け
ず
、
発
言
を
活
性
化
さ
せ
る
」
概
念
（
ハ
ー

シ
ュ
マ
ン
二
〇
〇
五
：
八
七
）
で
あ
る
と
し
て
、
書
籍
の
中
で
も
そ
の
説
明
に
多
く
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
。
こ
の
概
念
は
、
ロ
ー
カ
ル
・

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
文
脈
で
は
地
域
へ
の
愛
着
度
／
密
着
度
を
示
す
変
数
と
し
て
用
い
ら
れ
、
地
域
社
会
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
社

会
関
係
資
本
）
と
結
び
つ
け
て
い
る
研
究
が
多
い
（Lyons et al. 1992; D

ow
ding and John 2008

＝2012

）。Shinohara

（2018

）
で
は
、
地

域
内
の
強
い
社
会
的
な
結
び
つ
き
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
社
会
的
投
資
量
を
、
そ
れ
ぞ
れ
共
変
量
と
し
て

投
入
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
ソ
ー
シ
ャ
ル･

キ
ャ
ピ
タ
ル
に
係
る
変
数
は
、
財
政
危
機
に
あ
る
自
治
体
で
の
発
言
行
動
を
促
す
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一
方
で
、
転
出
意
思
に
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
（Shinohara 2018: 61-65

）。

　

一
方
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
離
脱
意
図
と
発
言
意
図
と
の
関
係
性
を
分

析
し
た
羽
鳥
の
研
究
で
は
、
地
域
依
存
度
を
客
観
的
に
測
る
指
標
と
し
て
「
持
ち
家

ダ
ミ
ー
」
を
投
入
し
、
持
ち
家
の
あ
る
人
ほ
ど
離
脱
意
思
が
弱
く
（
相
関
係
数
は

‒

〇
・
四
二
）、
発
言
意
思
が
若
干
強
い
（
相
関
係
数
は
〇
・
一
八
）
こ
と
を
実
証
し
た

（
羽
鳥
二
〇
一
二
：
九
九
四
―
九
九
五
）。
つ
ま
り
、
持
ち
家
の
あ
る
人
ほ
ど
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
転
出
を
忌
避
す
る
傾
向
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
分
析
に
あ
た
っ
て

は
、
羽
鳥
（
二
〇
一
二
）
に
倣
い
「
持
ち
家
」
を
変
数
と
し
て
投
入
す
る
。
た
だ
し
、

調
査
単
位
が
自
治
体
（
市
区
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ミ
ー
変
数
で
は
な
く
「
持
ち

家
率
」
に
よ
っ
て
、「
忠
誠
」
概
念
の
操
作
化
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

以
上
の
変
数
を
す
べ
て
ま
と
め
る
と
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

㈡　

分
析
対
象

　

今
回
分
析
対
象
と
な
る
の
は
、
日
本
に
お
け
る
市
区
単
位
の
自
治
体
で
あ
る
。
た

だ
し
、
市
民
満
足
度
調
査
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
限
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
で

は
、
以
下
三
点
の
基
準
を
設
け
、
そ
れ
ら
全
て
を
満
た
す
自
治
体
の
み
を
選
定
し
た
。

　
　

①　

自
治
体
Ｈ
Ｐ
上
で
市
民
満
足
度
調
査
の
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　

②　

�

国
勢
調
査
の
調
査
期
間
に
合
わ
せ
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
日
～
二
〇
二

〇
年
九
月
三
〇
日
ま
で
の
間
に
市
民
満
足
度
調
査
を
実
施
し
て
い
る（
（1
（

。

表１　記述統計と想定する符号

変数名 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差 歪度 尖度 符号想定

従属変数：転出超過率 335 -9.467 5.814 -0.464 1.783 -0.96 3.82

高齢者・障がい者福祉 PTM 284 36.05 65.64 49.92 5.11 -0.23 0.18 −

子育て支援 PTM 325 32.09 68.69 52.71 6.39 -0.23 0.4 －

学校教育 PTM 302 32.87 82.66 53.45 6.15 0.27 1.78 －

女性人口比率 335 47.19 54.78 51.33 1.28 -0.16 0.28 ＋

人口密度（対数） 335 2.67 10.0 6.58 1.54 0.17 -0.65 ＋

第三次産業人口比 335 42.44 87.16 67.01 8.54 0.05 -0.47 －

世帯の1ヵ月あたり家賃
（対数） 335 9.83 11.94 10.72 0.25 0.71 3.56 ＋

持ち家率 335 32.29 91.98 67.72 11.19 -0.58 -0.05 －
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③　

Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
計
算
が
可
能
な
尺
度（
（1
（

を
も
っ
て
市
民
満
足
度
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
選
定
基
準
を
満
た
す
自
治
体
は
、
全
国
八
〇
六
市
区
の
う
ち
、
四
六
都
道
府
県
三
三
五
市
区
で
あ
っ
た
。
母
集
団
の
約
四
一
・

六
％
の
サ
ン
プ
ル
サ
イ
ズ
を
確
保
し
て
い
る
。
な
お
、
該
当
自
治
体
と
各
市
民
満
足
度
調
査
の
名
称
は
巻
末
資
料
を
参
照
の
こ
と
。

五　

分
析
の
結
果
と
考
察

㈠　

分
析
結
果
の
記
述

　

重
回
帰
分
析
の
結
果
は
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
調
整
済
み

2
Ｒ
は
〇
・
三
八
七
と
、
本
モ
デ
ル
の
適
合
度
の
高
さ
が
窺
え
る
結
果
と
な

っ
た
。
主
た
る
独
立
変
数
で
あ
る
満
足
度
Ｐ
Ｔ
Ｍ
の
う
ち
、
五
％
水
準
で
統
計
的
有
意
を
示
し
、
ｔ
値
が
絶
対
値
と
し
て
二
を
超
え
、
帰

無
仮
説
を
棄
却
で
き
る
と
判
断
で
き
る
の
は
、「
子
育
て
支
援
Ｐ
Ｔ
Ｍ
」
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
二
つ
の
満
足
度
Ｐ
Ｔ
Ｍ
は
一
〇
％
水

準
で
も
有
意
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
標
準
化
係
数
β
の
値
か
ら
、
統
計
的
に
有
意
な
変
数
の
も
つ
影
響
力
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

　
な
お
、
世
帯
の
一
ヵ
月
あ
た
り
家
賃
に
関
し
て
は
、
想
定
と
逆
の
符
号
を
示
し
た
。
一
方
、
統
制
変
数
の
う
ち
、
人
口
密
度
は
、
転
出
超

過
率
に
対
す
る
有
意
な
影
響
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
女

性
人

口
比

率
（

＋
）

≫
第

三
次

産
業

人
口

比
（

－
）

≫
子

育
て

支
援

PT
M

（
－

）
≫

�
世

帯
の

１
ヵ

月
あ

た
り

家
賃

（
－

）
≫

持
ち

家
率

（
－

） 
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㈡　

分
析
結
果
の
考
察

　

１　

仮
説
に
つ
い
て

　

仮
説
に
示
し
た
三
つ
の
仮
説
の
う
ち
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
分

野
、
学
校
教
育
分
野
へ
の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
統
計
的
に
有
意
な
結

果
は
得
ら
れ
ず
、
仮
説
は
立
証
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
子
育
て
支

援
分
野
に
関
し
て
は
、
市
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
が
転
出
超
過

率
に
対
し
て
負
の
影
響
を
も
つ
こ
と
が
観
察
さ
れ
、
仮
説
と
概
ね
一
致

す
る
分
析
結
果
が
得
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
自
治
体
間
移
動

の
流
動
性
を
鑑
み
て
も
、
満
足
で
き
る
子
育
て
支
援
環
境
が
整
備
さ
れ

て
い
る
自
治
体
か
ら
の
転
出
は
抑
制
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、
市
民
の
満
足
度
の
低
い
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
自
治
体
か
ら
は
、
市
民
が
転
出
し
や
す
く
な
る
と
解

さ
れ
る
。

　

再
分
配
政
策
の
中
で
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
よ
り
転
出
超
過
率
へ

の
影
響
の
有
無
に
違
い
が
表
れ
た
要
因
と
し
て
は
、
市
民
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
対
す
る
主
観
的
な
認
識
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

K
elly &

 Sw
indell

（2002

）
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
職
員
の

自
己
評
価
と
市
民
の
評
価
が
異
な
る
要
因
と
し
て
、
市
民
が
政
策
の
実

表２　重回帰分析の結果

Dependent variable; 転出超過率
非標準化係数 標準化係数

t 値
B の95.0% 信頼区間 共線性の統計量

B 標準誤差 β 下限 上限 許容度 VIF

（定数） -1.823 8.408 -.217 -18.383 14.736

高齢者・障がい者福祉 PTM .008 .024 .023 .347 -.04 .056 .518 1.932

子育て支援 PTM -.068 .022 -.231＊ -3.074 -.111 -.024 .421 2.378

学校教育 PTM .022 .022 .071 .974 -.022 .065 .451 2.219

女性人口比率 .535 .093 .376＊＊ 5.723 .351 .718 .55 1.818

人口密度（対数） -.036 .104 -.03 -.347 -.242 .169 .319 3.139

第三次産業人口比 -.078 .018 -.354＊＊ -4.284 -.113 -.042 .347 2.88

世帯の1ヵ月あたり家賃（対数） -1.62 .626 -.221＊ -2.588 -2.853 -.387 .325 3.08

持ち家率 -.02 .011 -.119† -1.738 -.043 .003 .505 1.981

決定係数 R2 .406

調整済み R2 .387

F 値 21.329＊＊

Note: ＊＊ p < .001 ; ＊ p < 0.05 ；† p < 0.1
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施
主
体
を
十
分
に
認
識
し
て
お
ら
ず
政
策
効
果
そ
の
も
の
を
十
分
に
認
識
し
て
い
な
い
と
い
う
「
市
民
の
誤
認
」
を
挙
げ
て
い
る
。
ラ
イ

オ
ン
ズ
ら
の
研
究
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
誤
認
に
は
三
種
類
の
バ
イ
ア
ス
が
関
係
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
特
定
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
地
方
政
府
が
サ
ー
ビ
ス
全
体
を
も
担
っ
て
い
る
と
認
識
す
る
サ
ブ
セ
ッ
ト
・
バ
イ
ア
ス
（Subset bias

）、
サ
ー
ビ
ス
を
実
際

に
行
う
政
府
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
の
政
府
が
当
該
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
す
る
ミ
ス
セ
ッ
ト
・
バ
イ
ア
ス
（M

isset bias

）、
本

来
存
在
し
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
地
方
政
府
が
提
供
し
て
い
る
と
認
識
す
る
ノ
ン
セ
ッ
ト
・
バ
イ
ア
ス
（N

onset bias

）
を
指
す
（Lyons et al. 

1990a

＝1990b

）。
野
田
（
二
〇
一
三
）
は
、
こ
れ
ら
の
バ
イ
ア
ス
の
う
ち
、
日
本
の
場
合
は
、
と
り
わ
け
ミ
ス
セ
ッ
ト
・
バ
イ
ア
ス
が
問

題
に
な
る
と
述
べ
る
。
日
本
で
は
、
病
院
や
福
祉
施
設
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
図
書
館
、
文
化
施
設
な
ど
、
市
町
村
と
府
県
で
競
合
す
る
事

業
領
域
が
多
く
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
を
見
極
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
（
野
田
二
〇
一
三
：
五
二
―
五
三
）。
野
田
が
例
示

す
る
よ
う
に
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
民
間
サ
ー
ビ
ス
が
混
在
し
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
分
野

や
教
育
分
野
に
比
べ
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
認
識
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

２　

統
制
変
数
に
つ
い
て

　

統
制
変
数
の
う
ち
、
最
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
た
の
は
女
性
人
口
比
率
で
あ
っ
た
。
分
析
結
果
か
ら
み
え
る
の
は
、
女
性
の
多

い
自
治
体
で
は
転
出
す
る
市
民
が
多
い
と
い
う
相
関
関
係
で
あ
る
。Ravenstein

（1889

）
に
よ
る
伝
統
的
な
移
動
理
論
が
、
現
代
社
会

に
お
い
て
も
援
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
結
果
で
あ
る
。
進
学
や
就
職
の
み
な
ら
ず
、
出
産
、
育
児
な
ど
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
相

対
的
に
多
く
経
験
す
る
女
性
は
、
自
治
体
間
の
高
い
移
動
性
向
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
し
女
性
と
一
言
で
表
現
し
て
も
、
そ
の
内
実
は
様
々
で
あ
る
。
本
章
の
分
析
に
お
い
て
統
計
的
に
有
意
な
影
響
が
認
め
ら
れ
た

「
子
育
て
支
援
分
野
へ
の
満
足
度
」
と
の
関
係
で
考
え
れ
ば
、
た
と
え
ば
低
所
得
状
態
に
あ
る
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
は
、
よ
り
子
育
て
環
境

の
整
っ
た
自
治
体
に
移
動
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
実
際
、Blank

（1988

）
は
、
低
収
入
の
女
性
が
低
福
祉
低
賃
金
の
地
域
か
ら
移
動
す

る
確
率
は
、
高
福
祉
高
賃
金
の
地
域
か
ら
の
移
動
よ
り
も
、
四
年
間
で
一
二
％
高
く
な
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
つ
い
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て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
面
か
ら
政
府
の
デ
ー
タ
整
備
が
進
む
と
は
考
え
づ
ら
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
用
い
た
研
究
の
方
が
適
し
て
い
る

と
い
え
る
。

　

第
三
次
産
業
人
口
比
は
、
人
口
転
出
超
過
率
に
大
き
な
負
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。
第
三
次
産
業
の
集
積
し
て
い
る
地
域
（
特
に
首
都

圏
）
に
対
し
て
、
職
を
求
め
て
地
方
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
渡
辺
（
一
九
八
九
）
や
平
原
（
二

〇
二
二
）
と
も
整
合
的
な
結
果
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
移
動
の
流
動
性
を
鑑
み
た
時
に
、
情
報
通
信
業
の
よ
う
な
テ

レ
ワ
ー
ク
に
適
応
可
能
な
業
務
形
態
と
、
飲
食
業
や
医
療
・
福
祉
な
ど
テ
レ
ワ
ー
ク
移
行
が
困
難
な
業
務
形
態
と
で
は
、
転
出
行
動
に
は

大
き
な
違
い
が
出
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
点
は
デ
ー
タ
の
限
界
で
は
あ
る
が
、
前
者
の
よ
う
な
業
務
形
態
に
あ
る
就
業
者
が
自
治

体
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
に
応
じ
て
転
出
行
動
を
と
る
か
否
か
を
今
後
実
証
で
き
れ
ば
、
本
研
究
の
成
果
を
よ
り
説
得
的
に
説
明
で
き
る

も
の
と
な
ろ
う
。

　

世
帯
の
一
ヵ
月
あ
た
り
家
賃
も
、
市
民
の
転
出
超
過
率
に
負
の
影
響
を
も
た
ら
す
結
果
と
な
っ
た
。
家
賃
の
高
い
自
治
体
で
は
市
民
の

転
出
数
よ
り
も
転
入
数
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
筆
者
の
当
初
の
予
想
と
は
反
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
不
思
議

と
も
い
え
る
相
関
関
係
は
、「
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
（H

edonic A
pproach

）」
か
ら
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
・
ア
プ

ロ
ー
チ
と
は
、
環
境
条
件
の
違
い
が
ど
の
よ
う
に
地
価
あ
る
い
は
住
宅
価
格
の
違
い
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
を
観
察
し
、
そ
れ
を
基
に
環

境
価
値
の
推
定
を
行
う
分
析
手
法
で
あ
り
、
公
共
政
策
が
市
民
に
ど
れ
ほ
ど
の
便
益
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
を
定
量
的
に
計
測
す
る
手
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
（
金
本
ら
一
九
八
九；

尾
崎
・
福
山
二
〇
一
二
）。
宅
地
市
場
で
は
、
都
心
へ
の
通
勤
時
間
、
敷
地
面
積
、
周
辺
環

境
（
自
然
環
境
と
社
会
環
境
の
双
方
を
含
む
）
な
ど
個
々
の
宅
地
が
も
つ
特
性
の
束
に
対
応
し
て
地
価
を
決
定
す
る
。
そ
の
よ
う
な
宅
地
の
特

性
ベ
ク
ト
ル
と
地
価
と
の
関
係
性
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
宅
地
の
需
要
者
は
自
分
に
と
っ
て
最
適
な
宅
地
特
性
ベ
ク
ト
ル
を
も
っ
た
住

宅
を
選
択
す
る
と
考
え
る
（
詳
し
く
は
、
金
本
ら
一
九
八
九
）。
つ
ま
り
、
よ
り
良
い
居
住
環
境
を
求
め
る
市
民
は
、
よ
り
高
い
家
賃
・
地
価

を
も
つ
宅
地
に
移
動
す
る
と
解
釈
で
き
る
。
今
回
の
分
析
結
果
は
、
こ
の
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
前
提
理
論
を
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検
証
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
い
え
る
。

　

市
民
の
持
ち
家
率
は
、
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
提
示
し
た
「
忠
誠
（Loyalty

）」
概
念
、
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
文
脈
で
は
「
地
元
へ

の
愛
着
」
を
操
作
化
し
た
変
数
と
し
て
投
入
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
分
析
の
結
果
、
持
ち
家
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
転
出
が
抑
制
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
符
号
は
想
定
通
り
で
あ
る
が
、
影
響
の
大
き
さ
を
示
す
標
準
化
係
数
β
の
値
は
筆
者
の
当
初
の
予
測
よ

り
低
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
羽
鳥
（
二
〇
一
二
）
の
分
析
と
整
合
的
に
地
元
へ
の
愛
着
（
依
存
度
）
が
市
民
の
転
出
「
意
思
」
に
影

響
を
及
ぼ
す
一
方
、
実
際
に
市
民
が
転
出
「
行
動
」
に
移
す
か
否
か
に
つ
い
て
は
属
性
要
因
、
産
業
要
因
、
経
済
的
要
因
の
方
が
大
き
な

影
響
を
も
つ
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

六　

補
足
分
析

―
年
齢
別
市
民
の
転
出
行
動
に
与
え
る
影
響

　

本
章
で
は
、
前
章
で
の
分
析
結
果
を
よ
り
詳
述
す
る
た
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
す
る
市
民
層
の
違
い
を
考
慮
し
、
年
齢
別
（
五
歳

階
級
）
の
市
民
の
転
出
超
過
率
に
市
民
満
足
度
が
与
え
る
影
響
を
分
析
し
た
。
デ
ー
タ
は
、
令
和
二
年
度
国
勢
調
査
か
ら
取
得
し
た
。

㈠　

分
析
結
果
の
記
述

　

市
民
満
足
度
が
年
齢
別
（
五
歳
階
級
）
の
転
出
超
過
率
に
与
え
る
影
響
を
分
析
し
た
結
果
を
表
３
に
示
し
た
。
表
３
に
よ
る
と
、
調
整

済
み

2
Ｒ
は
年
齢
に
よ
り
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
今
回
投
入
し
た
変
数
は
、
〇
～
二
四
歳
、
四
〇
～
四
四
歳
、
六
〇
歳
以
上
の
転
出
超

過
率
に
つ
い
て
は
一
定
の
適
合
度
合
い
（
調
整
済
み

2
Ｒ
が
〇
・
二
以
上
）
を
示
し
た
。
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表
３

　
年

齢
別

転
出

超
過

率
の

モ
デ

ル
比

較

D
ependent variable; 転

出
超

過
率

（
年

齢
別

）

0-4歳
 

5-9歳
10-14歳

15-19歳
20-24歳

25-29歳
30-34歳

35-39歳
40-44歳

45-49歳
50-54歳

55-59歳
60-64歳

65歳
以

上

高
齢

者
・

障
が

い
者

福
祉

PT
M

-.077
-.048

-.018
.003

.077
.094

-.035
-.045

-.035
.047

.031
.031

-.063
-.044

子
育

て
支

援
PT

M
-.145 †

-.171
＊

-.036
-.014

-.047
-.115

-.197
＊

-.256
＊

-.188
＊

-.136
-.183

＊
-.183

＊
-.216

＊
-.266

＊

学
校

教
育

PT
M

.069
.047

-.018
-.038

-.053
-.005

.072
.152 †

.068
.029

.081
.134

.235
＊

.268
＊

女
性

人
口

比
率

.048
-.028

-.01
.272

＊
＊

.292
＊

＊
.103

.104
.132 †

.186
＊

.193
＊

.266*
-.09

.05
.321

＊
＊

人
口

密
度

（
対

数
）

-.098
-.12

-.104
-.315

＊
＊

-.384
＊

＊
.292

＊
-.012

.015
.024

.181 †
.376

＊
＊

.482
＊

＊
.118

-.224*

第
三

次
産

業
人

口
比

-.394
＊

＊
-.316

＊
＊

-.152
-.282

＊
＊

-.104 †
.349

＊
＊

-.134
-.354

＊
＊

-.395
＊

＊
-.348

＊
＊

-.355
＊

＊
-.212

＊
-.265

＊
-.389

＊
＊

世
帯

の
１

ヵ
月

あ
た

り
家

賃（
対

数
）

-.014
-.189*

-.451
＊

＊
.065

.019
-.383

＊
＊

-.233
＊

.188 †
-.213

＊
-.272*

-.203 †
.173

.164 †
.4

＊
＊

持
ち

家
率

-.773
＊

＊
-.719

＊
＊

-.419
＊

＊
.106

.344
＊

＊
.3

＊
＊

-.192
＊

-.537
＊

＊
-.564

＊
＊

-.276
＊

＊
-.117

-.047
-.434

＊
＊

-.466
＊

＊

決
定

係
数

R
2

.35
.337

.27
.4

.664
.192

.134
.221

.244
.14

.112
.104

.232
.207

調
整

済
み

R
2

.329
.316

.246
.38

.653
.166

.106
.196

.22
.112

.083
.076

.208
.182

F
値

16.8
＊

＊
15.9

＊
＊

11.54
＊

＊
20.81

＊
＊

61.65
＊

＊
7.42

＊
＊

4.83
＊

＊
8.88

＊
＊

10.08
＊

＊
5.09

＊
＊

3.92
＊

＊
3.64

＊
＊

9.45
＊

＊
8.18

＊
＊

N
ote: ＊

＊ p < .001 ; ＊ p < 0.05 ；
†

 p < 0.1 
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㈡　

分
析
結
果
の
考
察

　

１　

仮
説
に
つ
い
て 

　

再
分
配
政
策
へ
の
満
足
度
の
影
響
力
に
つ
い
て
年
齢
別
に
観
察
し
て
も
、
や
は
り
子
育
て
支
援
Ｐ
Ｔ
Ｍ
が
多
く
の
年
齢
階
級
で
負
の
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
前
章
で
の
検
証
を
強
化
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
は
、
〇
～
九
歳
、
三
〇
～
四

四
歳
、
五
〇
歳
以
上
の
転
出
超
過
率
に
対
し
、
い
ず
れ
も
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
三
〇
代
、
四
〇
代
の
移
動
に
関
し
て

は
、
日
本
に
お
け
る
男
女
の
第
一
子
出
生
時
平
均
年
齢
が
そ
れ
ぞ
れ
三
二
・
八
歳
、
三
〇
・
七
歳
（
令
和
二
年
度
人
口
動
態
統
計
）
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
親
世
代
に
よ
る
自
治
体
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
の
移
動
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
一
〇
歳
未

満
の
子
ど
も
の
移
動
に
関
し
て
も
、
親
世
代
の
移
動
に
伴
う
随
伴
移
動
で
あ
る
と
推
察
で
き
る
。
六
〇
代
の
移
動
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

世
代
と
な
っ
た
息
子
・
娘
の
移
動
に
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
実
際
、
直
近
の
第
八
回
（
二
〇
一
六
年
度
）
人
口

移
動
調
査
で
は
、
六
五
歳
以
上
の
移
動
理
由
と
し
て
「
親
や
子
と
の
同
居
・ 

近
居
」（
一
六
・
八
％
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
二
〇
一
八
：
一
八
）。
そ
の
他
、
五
〇
代
の
移
動
で
も
負
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
が
、
モ
デ
ル
の
説
明
力
（
調
整
済
み

2
Ｒ
）
が
〇
・
一
未
満
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
モ
デ
ル
自
体
に
検
討
の
余
地
が
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
第
四
章
の
分
析
で
は
出
て
こ
な
か
っ
た
学
校
教
育
Ｐ
Ｔ
Ｍ
が
、
三
五
〜
三
九
歳
、
六
〇
歳
以
上
の
転
出
超
過
率
に
対
し
て
有
意

な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
た
だ
し
そ
の
分
析
結
果
は
、
学
校
教
育
へ
の
満
足
度
が
高
い
ほ
ど
転
出
超
過
率
が
増
加
す
る
こ
と
を
示
唆

す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
限
ら
れ
た
年
齢
階
級
に
の
み
影
響
力
を
も
つ
と
い
う
点
で
解
釈
に
難
が
あ
る
。
こ
の
解
釈
の
難
し
さ
は
、
日
本

に
お
け
る
市
民
の
学
校
教
育
へ
の
評
価
の
あ
り
方
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。D

ow
ding &

 John

（2008

）
が
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド

と
す
る
英
国
（
Ｕ
Ｋ
）
で
は
、
公
立
学
校
に
よ
っ
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
学
区
に
か
か
わ
ら
ず
自
由
に
学
校
を
選
択
で

き
る
「
学
校
選
択
制
」
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
公
立
学
校
と
い
え
ど
、
よ
り
良
い
学
校
教
育
を
求
め
た
市
民
の
積
極
的
な
移
動
性
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向
が
観
察
さ
れ
る
も
の
と
推
察
で
き
る
。
一
方
、
日
本
で
は
学
区
制
の
採
用
地
域
と
撤
廃
地
域
が
混
在
し
て
お
り
、
市
区
単
位
で
は
学
校

教
育
へ
の
評
価
が
市
民
の
移
動
に
与
え
る
影
響
を
観
察
し
づ
ら
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
日
本
の
公
立
学
校
は
、
文
部
科
学
省
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
「
学
習
指
導
要
領
」
に
従
っ
て
学
習
内
容
か
ら
進
度
ま
で
全
国
的
に
一
定
の
教
育
水
準
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
法
的
拘

束
力
を
も
っ
て
指
導
さ
れ
て
い
る
。
市
民
の
学
校
教
育
へ
の
評
価
基
準
は
、
教
育
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
教
師
個
人
や
校
内
風
紀
、
学
生
の

評
判
な
ど
、
行
政
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
部
分
で
測
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
れ
は
、
本
研
究
の
想
定
す
る
「
よ
り
良
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
を
求
め
て
移
動
す
る
市
民
」
と
は
異
な
る
市
民
像
を
映
し
出
す
も
の
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

２　

統
制
変
数
に
つ
い
て 

　

統
制
変
数
に
つ
い
て
は
、
特
に
第
三
次
産
業
人
口
比
、
世
帯
の
一
ヵ
月
あ
た
り
家
賃
、
持
ち
家
率
が
多
く
の
年
齢
階
級
で
そ
れ
ぞ
れ
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
前
章
の
分
析
で
は
有
意
な
影
響
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
人
口
密
度
も
、
年
齢
階
級
に
よ
っ
て
は
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
統
制
変
数
の
う
ち
、
女
性
人
口
比
率
以
外
の
変
数
で
年
齢
階
級
に
よ
り
正
負
の
逆
転
が
観
察
さ
れ

る
こ
と
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
筆
す
べ
き
点
に
つ
い
て
は
本
項
で
言
及
し
た
い
。

　

女
性
人
口
比
率
は
、
一
五
～
二
四
歳
、
三
五
～
四
四
歳
、
五
〇
～
五
四
歳
、
六
五
歳
以
上
の
市
民
に
は
転
出
行
動
を
促
す
結
果
が
示
さ

れ
た
。
田
村
ら
（
二
〇
一
八
）
の
分
析
で
は
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
人
口
の
女
性
比
が
少
な
い
都
道
府
県
ほ
ど
、
女
性
の
純
転
入
率

（
＝転

入
数

÷
転

出
数

）
が
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
特
に
二
〇
代
で
は
進
学
や
就
職
、
三
〇
代
以
降
で
は
結
婚
、
出
産
、
住
宅
購
入
な
ど

の
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
女
性
の
移
動
要
因
と
さ
れ
、「
女
性
単
独
で
は
な
く
、
男
性
と
同
時
、
も
し
く
は
何
等
か
の
形
で
男
性
の
動
向
と

つ
な
が
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
」（
田
村
ら
二
〇
一
八
：
一
五
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
〇
代
前
後
、
三
〇
代
の
女
性

は
移
動
性
向
が
高
く
、
そ
の
方
向
性
は
男
性
の
移
動
に
伴
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
研
究
の
分
析
で
も
観
察
さ
れ
た
、
女
性
人
口

比
の
低
い
地
域
に
市
民
が
転
入
す
る
と
い
う
相
関
関
係
は
、
随
伴
移
動
を
含
む
女
性
の
移
動
性
向
の
特
質
に
よ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

人
口
密
度
は
、
一
五
～
二
四
歳
、
六
五
歳
以
上
の
市
民
に
は
転
入
を
、
二
五
～
二
九
歳
、
四
五
～
五
九
歳
の
市
民
に
は
転
出
を
促
す
結
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果
と
な
っ
た
。
二
五
～
二
九
歳
の
市
民
の
転
出
超
過
に
関
し
て
は
、
第
三
次
産
業
人
口
比
で
も
他
の
年
齢
階
級
と
符
号
が
異
な
る
部
分
で

あ
り
、
そ
れ
を
併
せ
て
考
え
る
と
、
多
く
の
労
働
者
層
が
主
と
し
て
転
勤
を
理
由
と
し
た
地
方
へ
の
移
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
ま
た
、
六
五
歳
以
上
市
民
の
転
入
超
過
の
要
因
に
つ
い
て
は
、
人
口
密
度
の
高
い
都
市
の
も
つ
利
便
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
山
口

（
二
〇
一
六
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
高
齢
者
は
東
京
都
特
別
区
部
ほ
ど
の
巨
大
都
市
は
好
ま
な
い
が
、
人
口
一
五
万
人
以
上
の
都
市
に
好
ん

で
移
動
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
都
市
な
ら
で
は
の
便
利
さ
、
都
市
で
働
く
子
ど
も
・
孫
世
帯
と
の
同
居
や
近
居
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
本
研
究
の
分
析
で
も
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
が
六
五
歳
以
上
市
民
の
転
入
超
過
を
も
た
ら
す

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
整
合
的
な
結
果
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
持
ち
家
率
は
、
多
く
の
年
齢
階
級
で
負
の
影
響
力
を
も
た
ら
し
て
い
る
一
方
で
、
二
〇
～
二
九
歳
の
年
齢
階
級
に
は
正
の
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
持
ち
家
率
の
高
い
地
方
圏
か
ら
の
若
年
層
の
転
出
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
研
究
で
は
、

持
ち
家
率
の
高
さ
は
居
住
地
域
へ
の
「
忠
誠
」
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
移
動
性
向
を
抑
制
す
る
と
想
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二

〇
代
市
民
が
自
分
の
住
宅
を
保
有
し
て
い
る
割
合
は
他
年
齢
階
級
に
比
べ
相
対
的
に
少
な
く
、
居
住
地
域
へ
の
愛
着
が
持
ち
家
の
有
無
に

よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
切
れ
ず
、
移
動
を
妨
げ
る
要
因
と
し
て
作
用
し
に
く
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

七　

政
策
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
係
る
客
観
的
指
標
と
の
モ
デ
ル
比
較

　

本
研
究
で
は
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
の
影
響
」
と
い
う
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）
を
検
証
対
象
と
し
て
い

た
。
し
か
し
、
市
民
の
転
出
行
動
を
決
め
る
の
は
主
観
的
認
識
の
み
と
は
限
ら
な
い
。
も
し
自
治
体
が
よ
り
多
く
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
て
い
る
環
境
な
ら
ば
、
市
民
は
当
該
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
／
不
満
足
で
あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
居
住
地
域
を
離
れ
る
選

択
肢
を
取
ら
な
い
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
直
接
的
な
行
政
活
動
を
示
す
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
結
果
）
指
標
も
市
民
の
行
動
選
択
に
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影
響
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
管
見
の
限
り
、
先
行
研
究
で
は

ほ
と
ん
ど
比
較
・
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
量
よ
り
も
、
そ
の
満
足

度
の
方
が
市
民
の
行
動
選
択
の
要
因
と
し
て
働
く
の
で
あ
れ
ば
、
よ
り
自
治
体
行
政

に
お
け
る
「
市
民
ニ
ー
ズ
」
の
把
握
・
活
用
の
必
要
性
が
増
す
で
あ
ろ
う
。

　

本
章
の
目
的
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
量
と
満
足
度
の
ど
ち
ら
が
市
民
の
転
出
行
動
に

影
響
を
も
た
ら
す
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
分
析
で
は
、
三
つ
の
モ

デ
ル
を
取
り
扱
う
。
モ
デ
ル
１
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
カ
ム
（
＝
満
足
度
）

が
も
た
ら
す
影
響
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
分
析
内
容
自
体
は
、
第
四
章
の
分
析
結

果
を
再
掲
し
た
も
の
で
あ
る
。
モ
デ
ル
２
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が

も
た
ら
す
影
響
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
モ
デ
ル
３
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
カ
ム
の
双
方
を
全
投
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
モ
デ
ル
１
、

モ
デ
ル
２
で
は
モ
デ
ル
自
体
の
当
て
は
ま
り
具
合
を
比
較
し
、
モ
デ
ル
３
で
は
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
カ
ム
の
影
響
力
の
違
い
を
観
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
統
制
変
数
は
同
一
で
あ
る
。

　

な
お
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
係
る
客
観
的
指
標
に
関
し
て
は
、
野

田
（
二
〇
一
三
＝
二
〇
一
四
）
で
使
用
さ
れ
て
い
る
変
数
を
参
考
に
し
て
い
る
。
本
研

究
に
お
い
て
仮
説
と
し
て
導
出
し
て
い
る
三
つ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
福
祉
、
子
育
て
支
援
、
学
校
教
育
）
に
関
連
す
る
客
観
的
指
標
に
つ
い
て
は
以

下
を
採
用
し
た
（
表
４
）。
い
ず
れ
の
変
数
も
、
総
務
省
統
計
局
が
発
表
し
て
い
る

表４　行政サービスのアウトプットに係る客観的指標の記述統計

客観的指標 度数 最小値 最大値 平均値 標準偏差
〈高齢者福祉・障がい者福祉〉

1 万人あたり介護老人福祉施設数 335 0.119063 4.3610084 0.743683 0.42348 
1 万人あたり障害者支援施設等数 335 0 6.1868427 0.543098 0.53837 

〈子育て支援〉
1 万人あたり保育所入所待機児童数 335 0 22.620355 1.35126 2.89728 

1 万人あたり保育所等数 335 0.796495 24.08938 2.486986 1.53039 
1 万人あたり保育所等在所児数 335 30.60939 377.35849 205.0911 64.4024 

〈学校教育〉
1 万人あたり小中学校数 335 1.063204 18.164735 2.81932 1.742231

1 万人あたり小中学校教員数 335 27.80677 466.42024 58.915 25.5114
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「
統
計
で
み
る
市
町
村
の
す
が
た
」
を
出
所
元
と
し
て
い
る
。
た
だ

し
、「
一
万
人
あ
た
り
小
中
学
校
数
」「
一
万
人
あ
た
り
小
中
学
校
教

員
数（
（1
（

」
以
外
に
関
し
て
は
、
調
査
の
実
施
年
が
限
ら
れ
て
い
る（
（1
（

こ
と

か
ら
、
自
治
体
の
市
民
満
足
度
調
査
の
実
施
年
度
に
可
能
な
限
り
近

い
直
近
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。
ま
た
、「
一
万
人
あ
た
り
保
育
所

入
所
待
機
児
童
数
」
に
つ
い
て
は
、
市
区
町
村
レ
ベ
ル
の
統
計
で
、

か
つ
公
開
さ
れ
て
い
る
調
査
は
二
〇
一
四
年
実
施
が
最
新
の
た
め
、

当
該
年
の
調
査
を
使
用
し
た
。

㈠　

分
析
結
果
の
記
述

　

本
節
の
分
析
結
果
を
表
５
に
示
し
た
。
ま
ず
、
市
民
満
足
度
を
投

入
し
た
モ
デ
ル
１
、
そ
し
て
客
観
的
指
標
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
２
の

比
較
を
行
う
。
調
整
済
み

2
Ｒ
は
、
モ
デ
ル
１
で
〇
・
三
八
七
、
モ

デ
ル
２
で
〇
・
三
六
四
と
な
る
。
統
制
変
数
が
両
者
同
一
で
あ
る
こ

と
を
考
慮
す
る
と
、
市
民
の
転
出
超
過
率
に
影
響
を
与
え
る
変
数
と

し
て
は
、
政
策
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
係
る
客
観
的
指
標
よ
り
も
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
の
方
が
モ
デ
ル
と
し
て
適
当
で
あ
る
と
い
え

る
。
ま
た
、
モ
デ
ル
２
に
注
目
す
る
と
、「
一
万
人
あ
た
り
保
育
所

等
在
所
児
数
」
以
外
の
変
数
は
市
民
の
転
出
行
動
に
有
意
な
影
響
を

表５　子育て支援分野に係る政策アウトプットとのモデル比較

モデル1 モデル2 モデル3
高齢者・障がい者福祉 PTM .023 .036

1万人あたり介護老人福祉施設数 .081 .076
1万人あたり障害者支援施設等数 -.047 -.089

子育て支援 PTM -.231* -.218＊

1万人あたり保育所入所待機児童数 -.02 -.028
1万人あたり保育所等数 -.071 -.154

1万人あたり保育所等在所児数 -.109† -.14† 
学校教育 PTM .071 .088

1万人あたり小中学校数 .065 .092
1万人あたり小中学校教員数 .00 .069

女性人口比率 .376＊＊   .392＊＊ .41**
人口密度（対数） -.03 -.08 -.029
第三次産業人口比 -.354＊＊  -.378＊＊ -.408＊＊

世帯の１ヵ月あたり家賃（対数） -.221＊ -.227＊ -.24＊

持ち家率 -.119† -.172＊ -.124＊

決定係数 R2 .406 .387 .441
調整済み R2 .387 .364 .407

F 値 21.329＊＊ 16.916＊＊ 12.79＊＊

Note: ＊＊ p < .001 ; ＊ p < 0.05 ；† p < 0.1 
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も
た
ら
し
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
本
研
究
の
主
旨
か
ら
は
、
市
民
に
と
っ
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
「
量
」
そ
れ
自
体
以
上
に
、
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
て
判
断
さ
れ
た
「
満
足
度
」
が
市
民
の
居
住
地
移
動
に
影
響
を
与
え
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

次
に
モ
デ
ル
３
の
分
析
内
容
を
観
察
す
る
。
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
満
足
度
と
客
観
的
指
標
の
ど
ち
ら
も
市
民
の
転
出
行

動
に
負
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
主
観
的
認
識
の
も
つ
影
響
力
は
－
〇
・
二
一
八
で
あ
る
の
に
対
し
、

客
観
的
指
標
の
影
響
力
は
－
〇
・
一
四
と
値
が
小
さ
い
こ
と
に
は
留
意
し
た
い
。
標
準
化
係
数
β
の
値
か
ら
、
統
計
的
に
有
意
な
変
数
の

も
つ
影
響
力
は
以
下
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

㈡　

分
析
結
果
の
考
察

　

前
節
の
分
析
か
ら
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、
主
観
的
認
識
、
客
観
的
指
標
と
も
に
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
市
民
の
転
出
行
動
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。
た
だ
し
、「
子
育
て
支
援
Ｐ
Ｔ
Ｍ
」
と
「
１
万
人
あ
た
り
保
育
所
等
在
所
児
数
」
に
つ
い

て
、Pearson

の
相
関
係
数
（
ｒ
）
は
〇
・
〇
一
五
で
あ
り
、
両
者
の
相
関
関
係
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
市
民
は
行
政
サ
ー

ビ
ス
量
と
満
足
度
の
双
方
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
居
住
地
移
動
を
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

　

一
方
で
、
モ
デ
ル
１
、
モ
デ
ル
３
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
客
観
的
指
標
と
比
較
す
る
と
、
市
民
満
足
度
の
方
が
転
出
行
動
に
及
ぼ
す

影
響
力
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
市
民
に
と
っ
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
「
量
よ
り
も
質
」
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
は
な
い
。
本
分
析
で
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
単
な
る
量
的
拡
大
で
は
な
く
、「
市
民
ニ
ー
ズ
」
を
捉
え
た
政
策

を
実
施
で
き
て
い
る
か
否
か
が
重
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
は
、
直
感
的
に
は
た
し
か
に
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

市
民
満
足
度
研
究
に
お
い
て
は
異
な
る
変
数
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
る
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
期
待
と
の
相
対
的
水
準
と
し
て
み
な
す

　
女

性
人

口
比

率
（

+）
≫

第
三

次
産

業
人

口
比

（
－

）
≫

世
帯

１
ヵ

月
あ

た
り

家
賃

（
－

）

�
≫

子
育

て
支

援
PT

M
（

－
）

≫
持

ち
家

率
（

－
）

≫
１

万
人

あ
た

り
保

育
所

等
在

所
児

数
（

－
）
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べ
き
と
す
るRoch &

 Poister

（2006

）
の
知
見
か
ら
、
野
田
（
二
〇
〇
七
＝
二
〇
一
一
）
は
「
期
待
と
比
べ
た
サ
ー
ビ
ス
の
質
」
が
市
民

満
足
度
に
強
い
正
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
た
。
今
回
、
市
民
満
足
度
と
し
て
測
定
さ
れ
た
の
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

政
策
で
あ
る
か
否
か
を
市
民
が
判
断
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
質
」
と
は
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
側
、
受
容
者
側
の
双
方
か
ら
多

面
的
に
定
義
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
公
共
政
策
に
お
い
て
は
、
い
か
に
受
容
者
（
市
民
）
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
か
が
「
質
」
を
規
定
す
る
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
し
、
市
民
か
ら
見
た
「
質
」
に
満
足
で
き
な
け
れ
ば
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
に
比
べ
、

公
共
政
策
に
対
し
て
限
ら
れ
た
発
言
権
、
選
択
肢
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
市
民
は
、
転
出
行
動
を
通
し
て
よ
り
満
足
で
き
る
自
治
体
を

求
め
移
動
す
る
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
に
お
い
て
、
一
貫
し
て
有
意
な
影
響
が
観
察
さ
れ
た
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
注
目
し
て
み
る
。
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
市
民
ニ
ー
ズ
は
、
子
育
て
世
帯
の
属
性
や
職
種
・
職
務
形
態
、
居
住
形
態
に
対
応
し
た
も
の
に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
。

　

子
育
て
支
援
Ｐ
Ｔ
Ｍ
と
転
出
超
過
率
と
の
散
布
図
（
図
３（
（1
（

）
の
第
二
象
限
、
つ
ま
り
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
が
高
く
、
転

出
超
過
率
が
低
い
位
置
に
あ
る
千
葉
県
流
山
市
を
例
に
と
っ
て
み
る
。
流
山
市
で
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
取
り
入
れ
た
子
育
て
支

援
が
行
わ
れ
て
お
り
、
都
心
部
に
近
い
と
い
う
立
地
か
ら
、
多
く
の
税
収
の
見
込
め
る
世
帯
所
得
一
五
〇
〇
万
円
以
上
の
子
育
て
世
代
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。
共
働
き
世
帯
が
多
い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
応
援
マ
ン
シ
ョ
ン
認
定
制
度
（
保
育
園
併
設
の
マ
ン
シ
ョ
ン
）
や
駅

前
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
な
ど
、「
市
民
ニ
ー
ズ
」
に
合
わ
せ
た
子
育
て
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
章
の
調
査
で
は
「
一
万
人

あ
た
り
保
育
所
入
所
待
機
児
童
数
」
は
四
・
〇
五
人
、「
一
万
人
あ
た
り
保
育
所
数
」
は
二
・
四
所
、「
一
万
人
あ
た
り
保
育
所
等
在
所
児

数
」
は
二
〇
九
・
八
人
と
、
表
４
の
記
述
統
計
と
比
較
し
て
も
突
出
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス
量
を
確
保
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
実
際

に
三
〇
〜
四
〇
代
の
子
育
て
世
代
（
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｋ
Ｓ
世
代
）
の
数
が
二
〇
一
五
年
比
で
一
四
・
七
％
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
も
、
自

治
体
の
立
地
や
特
性
を
鑑
み
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
市
民
満
足
度
の
向
上
、
そ
し
て
転
出
行
動
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の
抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

自
治
体
に
と
り
全
て
の
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

行
政
職
員
は
様
々
な
制
約
の
中
で
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
資
源
を
分

配
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
自
治
体
内
の
量
的
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
あ
る
が
、
本
章
の
分
析
か
ら
は
、
そ
れ
以
上
に

「
い
か
に
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
か
」「
い
か
に
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か
」
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

八　

結　

論

　

日
本
の
自
治
体
に
お
い
て
市
民
満
足
度
調
査
が
政
策
現
場
で
活
用
さ
れ

始
め
て
数
十
年
が
経
過
す
る
。
市
民
は
、
単
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
で

は
な
く
、
民
意
を
も
つ
主
体
と
し
て
地
方
政
治
を
担
う
存
在
で
あ
る
。
自

治
体
は
、
市
民
か
ら
信
託
を
受
け
、
市
民
の
た
め
の
政
策
（
公
共
政
策
）

を
実
施
す
る
た
め
に
、
市
民
満
足
度
調
査
を
通
し
て
市
民
ニ
ー
ズ
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
本
研
究
で
は
、
特
に
市
民
満
足
度
の
ア
ウ
ト
カ
ム
に
着
目
し
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
不
満
は
、
当
該
自
治
体
か
ら
の
『
離
脱
』
を

図３　子育て支援 PTM と転出超過率との関係における流山市の位置

流山市
子育て支援 PTM：68.4
転出超過率：－8.0％

転出超過率（2015-2020）

子
育
て
支
援
Ｐ
Ｔ
Ｍ

70.00
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y=52.38-0.91＊x
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促
す
か
」
と
い
う
リ
サ
ー
チ
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
掲
げ
た
。
従
来
の
研
究
で
は
市
民
の
「
転
出
意
思
」
が
従
属
変
数
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本

研
究
の
主
眼
は
市
民
の
実
際
の
「
転
出
行
動
」
に
あ
る
。
数
あ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
分
野
の
中
で
も
、
再
分
配
政
策
が
市
民
の
転
出
行
動
に

影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
、
仮
説
を
三
つ
導
出
し
た
。
こ
れ
ら
は
言
い
換
え
れ
ば
、
当
該
サ
ー
ビ
ス
へ
の
不
満
は
市
民
の
転
出
行
動
を

促
す
こ
と
と
な
る
。

　
　

①　

高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
分
野
の
満
足
度
が
高
く
な
る
と
、
市
民
の
転
出
超
過
率
が
減
少
す
る
。　

　
　

②　

子
育
て
支
援
分
野
の
満
足
度
が
高
く
な
る
と
、
市
民
の
転
出
超
過
率
が
減
少
す
る
。

　
　

③　

学
校
教
育
分
野
の
満
足
度
が
高
く
な
る
と
、
市
民
の
転
出
超
過
率
が
減
少
す
る
。

　

第
五
～
七
章
で
は
、
全
国
三
三
五
市
区
を
対
象
と
し
た
実
証
分
析
を
行
っ
た
。
分
析
の
結
果
、
三
つ
の
仮
説
の
う
ち
、「
子
育
て
支

援
」
を
要
因
と
す
る
仮
説
が
採
用
さ
れ
、
そ
の
他
の
仮
説
は
棄
却
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
自
治
体
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
は
、

市
民
の
転
出
行
動
を
有
意
に
抑
制
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
統
制
変
数
に
つ
い
て
も
、
市
民
満
足
度
要
因
以
上
に
、
属
性
要
因
や

産
業
要
因
が
市
民
の
移
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
年
齢
別
の
補
足
分
析
で
は
、
子
育
て
支

援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
が
、
日
本
の
子
育
て
世
代
の
移
動
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
同
居
・
近
居
を
要
因
と
す
る
他
年
代
の
移
動
に
も
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

政
策
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
係
る
客
観
的
指
標
を
投
入
し
た
モ
デ
ル
と
の
比
較
分
析
で
は
、
客
観
的
指
標
そ
れ
自
体
が
市
民
の
転
出
行
動
に

影
響
を
与
え
る
と
い
う
結
果
は
部
分
的
に
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
、
市
民
満
足
度
と
客
観
的
指
標
の
両
方
を
投
入
し
た
モ
デ
ル

で
は
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
そ
の
満
足
度
と
客
観
的
指
標
が
そ
れ
ぞ
れ
転
出
超
過
率
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
市
民
は
、
市
民
満
足
度
要
因
の
ほ
か
に
、
自
治
体
の
提
供
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
量
も
行
動
選
択
の
上
で
考
慮
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。
た
だ
し
、
市
民
満
足
度
の
影
響
力
は
や
は
り
大
き
い
。
こ
れ
は
、
自
治
体
経
営
に
お
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
量
的
拡
大
の
み
な
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ら
ず
、
千
葉
県
流
山
市
の
事
例
の
よ
う
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
政
策
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
改
め
て
政
策
策
定

に
お
け
る
市
民
満
足
度
調
査
の
有
用
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

　

本
研
究
の
分
析
か
ら
は
、
再
分
配
政
策
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
度
が
市
民
の
転
出
行
動
に
影
響
を
も

た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
従
来
、「
転
出
意
思
」
へ
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
現
実
の
行
動
選
択

に
ま
で
波
及
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
本
研
究
は
テ
ィ
ブ
ー
仮
説
を
検
証
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
は
留
意
さ
れ
た
い
。
テ
ィ
ブ
ー
仮
説
は
「
移
動
す
る
市
民
」

の
存
在
を
明
ら
か
と
し
た
が
、
そ
れ
に
は
強
固
は
前
提
が
存
在
し
て
い
る（
（1
（

。
野
田
も
、「
足
に
よ
る
投
票
の
効
果
は
、
市
区
町
村
区
域
内

で
生
じ
、
市
町
村
間
で
は
生
じ
に
く
い
」（
野
田
二
〇
一
三
：
八
八
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
前
提
を
満
た
す
自
治
体
間
移
動
を

実
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
移
動
す
る
市
民
の
存
在
が
、
日
本
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
場
合
で
も
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
本
研
究

の
貢
献
の
一
つ
で
あ
る
。
家
族
の
あ
り
方
や
居
住
形
態
、
就
業
形
態
の
変
化
が
著
し
い
今
日
の
日
本
に
お
い
て
、
実
際
に
市
民
が
「
自
治

体
を
選
ぶ
」
環
境
が
構
築
さ
れ
始
め
て
い
る
と
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
各
自
治
体
は
市
民
満
足
度
調
査
を
活
用
し
て
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉

え
、
政
策
策
定
に
活
用
す
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
自
治
体
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
が
あ
り
、
市
民
は
そ
の
中
で

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
抱
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
全
て
に
応
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
研
究
か
ら
は
、
公
共
政
策
が
「
人
々

（Public

）
の
た
め
の
政
策
」
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
自
治
体
運
営
の
重
要
性
を
改
め
て
強
調
し
た
い
。
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九　

本
研
究
の
限
界
と
展
望

　

本
研
究
に
は
、
大
き
く
二
つ
の
限
界
が
あ
る
。 

ま
ず
、
デ
ー
タ
上
の
制
約
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
の
政
府
統
計
は
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

で
は
詳
細
に
整
備
さ
れ
て
い
る
一
方
、
市
区
町
村
レ
ベ
ル
で
は
使
用
で
き
る
デ
ー
タ
に
限
り
が
あ
る
。
今
後
、
市
区
町
村
レ
ベ
ル
で
も
政

府
統
計
が
充
実
さ
れ
れ
ば
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
な
ど
を
考
慮
し
た
、
よ
り
詳
細
な
分
析
が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
転
出
行
動
が
自
治
体
に
も
た
ら
す
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
き
れ
て
い
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
研
究
か
ら
は
、

特
に
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
へ
の
高
い
満
足
度
が
市
民
を
引
き
つ
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
転
出
入
行
動
は
、
言
い
換
え
れ
ば

他
自
治
体
か
ら
人
口
を
「
奪
う
／
奪
わ
れ
る
」
プ
ロ
セ
ス
と
も
い
え
る
。
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、
他
の
人

口
を
「
奪
う
」
形
で
は
な
く
、
人
口
が
「
生
ま
れ
る
」
過
程
も
重
要
で
あ
る
。
本
研
究
の
主
旨
か
ら
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
満
足
が
も
た

ら
す
影
響
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
ら
れ
る
が
、
行
き
過
ぎ
た
転
出
行
動
は
ピ
ー
タ
ー
ソ
ン
の
提
唱
し
た
「
都
市
の
限
界
（city lim

its

）」

を
招
く
可
能
性
も
あ
る
。
本
研
究
の
成
果
を
活
か
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
人
口
増
加
、
そ
し
て
税
収
増
加
を
も
た
ら
す
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
未
来
を
創
造
す
る
た
め
の
学
術
的
貢
献
が
今
後
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
市
民
満
足
度
研
究
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述
べ
る
。
本
研
究
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
政
策
策
定
の
必
要
性
を
説
い

た
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
「
市
民
ニ
ー
ズ
」
の
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
現
段
階
で
は
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

解
釈
は
自
治
体
職
員
の
裁
量
次
第
と
な
る
。
多
様
に
思
え
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
一
定
の
地
域
特
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
政
策
策
定
の
手
助
け

に
も
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
市
民
満
足
度
調
査
や
そ
の
他
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
事
例
分
析
に
よ
る
、
よ
り
質
的
な
研
究
を
通
し
た
検
証
が
期

待
さ
れ
る
。
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そ
し
て
、
市
民
満
足
度
研
究
の
見
地
か
ら
は
、
よ
り
長
期
的
ス
パ
ン
で
市
民
満
足
度
の
推
移
を
観
察
し
、
そ
れ
ら
が
転
出
行
動
を
は
じ

め
と
す
る
市
民
の
様
々
な
行
動
選
択
に
ど
の
よ
う
な
「
変
化
」
を
促
す
の
か
を
分
析
す
る
こ
と
も
研
究
上
有
用
と
考
え
る
。
市
民
満
足
度

の
推
移
は
、
管
見
の
限
り
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
は
な
い
。
市
民
満
足
度
調
査
を
活
用
し
た
本
研
究
の
手
法
は
、
市
民
満
足
度
の
時

系
列
変
化
を
捉
え
る
際
に
も
応
用
可
能
で
あ
る
。
本
研
究
で
用
い
た
市
民
満
足
度
研
究
に
係
る
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、

学
術
的
地
位
を
得
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。

（
１
）		

本
研
究
で
は
、
基
本
的
に
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
」
と
解
せ
る
も
の
に
つ
い
て
は
表
現
の
区
別
な
く
分
析
対
象
と
し
て
い
る
。

（
２
）		

公
共
政
策
学
の
文
脈
か
ら
は
、「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（A

gendas

）」
の
一
種
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
は
「
政
策
課
題
で
あ
り
、
政
策

案
（
解
決
策
）
は
こ
れ
と
は
別
に
生
成
さ
れ
、
ど
こ
か
の
時
点
で
課
題
と
結
び
付
く
も
の
」（
秋
吉
ら
二
〇
二
〇
：
四
八
）
と
定
義
づ
け
ら
れ
、
政

策
決
定
の
前
段
階
に
お
け
る
重
要
な
起
点
と
さ
れ
る
。
し
か
し
公
共
政
策
学
に
お
い
て
、
市
民
は
「（
官
僚
や
政
治
家
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
主
な
）

ア
ク
タ
ー
ほ
ど
大
き
な
力
は
な
い
も
の
の
（
…
）
政
策
決
定
に
関
与
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
」（
秋
吉
ら
二
〇
二
〇
：
四
九
）
と
記
述
さ
れ
る
に

留
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
存
在
意
義
は
過
小
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
３
）		

翻
訳
す
る
場
合
は
「
政
治
経
済
理
論
」
と
な
る
が
、
こ
れ
は
広
範
な
研
究
領
域
を
含
む
用
語
で
あ
る
と
い
う
野
田
（
二
〇
一
一
）
の
指
摘
に
倣

い
、
本
稿
で
も
「
公
共
選
択
学
派
」
も
し
く
は
「
公
共
選
択
論
的
見
解
」
と
記
述
す
る
。

（
４
）		

た
だ
し
、
公
共
選
択
学
派
の
主
張
す
る
小
さ
な
政
府
論
の
因
果
径
路
が
実
証
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

（
５
）		

戸
川
は
、
特
別
区
に
お
け
る
財
政
力
変
数
と
政
策
満
足
度
と
の
負
の
相
関
関
係
は
、「
必
ず
し
も
『
財
政
資
源
の
乏
し
い
特
別
区
で
あ
る
ほ
ど
、

政
策
満
足
度
が
高
く
な
っ
て
い
る
』
こ
と
を
意
味
し
て
お
ら
ず
、
財
源
が
豊
か
で
あ
っ
て
も
そ
れ
が
市
民
社
会
組
織
に
と
っ
て
効
果
の
あ
る
政
策

で
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
政
策
満
足
度
に
効
果
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」（
戸
川
二
〇
一
九
：
八
九
）
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
は
、
本
研
究
の
結

論
に
も
つ
な
が
る
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

（
６
）		

増
税
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
削
減
、
政
治
的
対
立
を
伴
う
財
政
改
革
の
遂
行
に
よ
る
失
敗
を
指
し
て
い
る
（Shinohara 2018: 50

）。

（
７
）		

調
査
名
は
各
自
治
体
に
よ
り
異
な
る
が
、
本
研
究
で
は
便
宜
上
ま
と
め
て
「
市
民
満
足
度
調
査
」
と
表
現
す
る
。
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（
８
）		

も
ち
ろ
ん
所
得
階
層
や
属
性
は
転
出
行
動
に
無
関
係
で
は
な
い
。
し
か
し
、
市
民
満
足
度
研
究
の
知
見
か
ら
は
、
そ
れ
ら
が
主
要
因
と
し
て
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
は
考
え
づ
ら
い
だ
ろ
う
。

（
９
）		
「居

住
自

治
体

か
ら

の
転

出
人

口
÷

当
該

自
治

体
の

総
人

口

」
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
。

（
10
）		
「（居

住
自

治
体

か
ら

の
転

出
人

口

－転
入

人
口

）÷
当

該
自

治
体

の
総

人
口

」
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
る
。

（
11
）		
市
民
満
足
度
調
査
に
お
い
て
、
高
齢
者
福
祉
と
障
が
い
者
福
祉
へ
の
満
足
度
を
同
一
の
質
問
項
目
に
設
定
し
て
い
る
自
治
体
が
一
定
数
観
察
さ

れ
た
た
め
「
障
が
い
者
福
祉
」
を
追
加
し
た
。

（
12
）		

例
え
ば
、
五
年
前
の
常
住
地
移
動
者
数
は
、
一
年
前
の
常
住
地
移
動
者
数
の
各
五
期
間
の
合
計
と
し
て
加
算
さ
れ
る
。

（
13
）		

期
間
中
に
複
数
回
調
査
を
行
っ
て
い
る
場
合
は
、
最
新
年
に
実
施
さ
れ
た
調
査
を
使
用
。

（
14
）		

た
と
え
ば
、
複
数
選
択
可
能
な
質
問
項
目
の
場
合
や
、
回
答
が
四
件
法
未
満
（
主
と
し
て
三
件
法
）
な
ど
の
場
合
は
、
分
析
対
象
外
と
し
て
い

る
。

（
15
）		

野
田
（
二
〇
一
四
）
で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
数
、
教
員
数
を
変
数
と
し
て
い
た
が
、
本
分
析
で
は
多
重
共
線
性
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
合
成
変
数
と
し
て
設
定
し
た
。

（
16
）		

「
一
万
人
あ
た
り
介
護
老
人
福
祉
施
設
数
」「
一
万
人
あ
た
り
障
害
者
支
援
施
設
等
数
」「
一
万
人
あ
た
り
保
育
所
等
数
」
は
二
〇
一
八
年
、
二
〇

一
九
年
の
み
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
一
万
人
あ
た
り
保
育
所
等
在
所
児
数
」
は
毎
年
度
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
一
七
年
の

調
査
が
最
新
で
あ
る
。

（
17
）		Pearson

の
相
関
係
数
（
ｒ
）
は
－
〇
・
二
五
一
で
、
統
計
的
に
有
意
な
負
の
相
関
関
係
を
示
し
た
。

（
18
）		

テ
ィ
ブ
ー
は
、「
足
に
よ
る
投
票
」
の
前
提
を
七
つ
提
示
し
て
い
る
（
詳
し
く
は
、T

iebout 1956: 419

）。
そ
の
た
め
、
テ
ィ
ブ
ー
の
考
え
方
は
、

公
共
選
択
学
に
お
け
る
重
要
な
一
分
野
で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
非
現
実
的
な
前
提
を
も
っ
て
「
理
論
と
呼
ぶ
こ
と
の
で
き
る
代
物
で
は
な
い
」（
小

西
二
〇
〇
五
：
二
三
二
）
と
評
す
る
声
も
あ
る
。
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m

erw
ahr, and Stan A

ltm
an 

（2008

）, “M
easuring Street Cleanliness: A

 Com
parison of N

ew
 Y

ork 
City’s Scorecard and Results from

 a Citizen Survey,” Public A
dm

inistration R
eview, vol. 68 （no. 2

）, pp.295-303.
V

igoda-Gadot, E. 

（2006
）, “Citizens’ Perceptions of Politics and Ethics in Public A

dm
inistration: A

 Five-Y
ear N

ational Study of 
T

heir R
elationship to Satisfaction w

ith Services, T
rust in G

overnance, and V
oice O

rientations,” Journal of P
ublic 

A
dm

inistration R
esearch and T

heory, vol. 17 （no. 2

）, pp.285-305.
Zipf, George K

ingsley 

（1946

）, “T
he P1 P2/D

 H
ypothesis: O

n the Intercity M
ovem

ent of Persons,” A
m

erican Sociological R
eview, 

vol. 11 （no. 6

）, pp.677-686.

井
上
孝
（
二
〇
一
四
）、「
人
口
移
動
モ
デ
ル
と
国
際
結
婚
移
動
」、『
人
口
問
題
研
究
』
七
〇
巻
（
三
号
）．

大
山
耕
輔
（
二
〇
〇
七
）、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
概
念
と
課
題
に
つ
い
て
：
ボ
バ
ー
ド
の
議
論
を
参
考
に
」、『
法
学
研
究
』
八
〇
巻
（
一
号
）、
五
七
―
八
九

頁
．

―
（
二
〇
〇
九
）、「
信
頼
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
な
ぜ
必
要
か
―
政
府
と
市
民
の
視
点
か
ら
―
」、『
法
学
研
究
』
八
二
巻
（
二
号
）、
一
一
七
―
一
四
九
頁
．

―
（
二
〇
一
八
）、「
Ｎ
Ｐ
Ｍ
と
ポ
ス
ト
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
行
政
信
頼
に
対
す
る
効
果
―
国
際
比
較
の
視
点
か
ら
―
」、『
経
済
学
論
纂
』
五
八
巻
（
三
―
四
号
）、

三
七
―
五
八
頁
．

―
（
二
〇
二
〇
）、「
行
政
信
頼
に
対
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
成
果
の
関
係
―
日
本
・
韓
国
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心
に
―
」、『
法
学
研
究
』
九
三
巻
（
一
〇

号
）、
一
―
二
〇
頁
．

尾
崎
正
憲
、
福
山
博
文
（
二
〇
一
二
）、「
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
鹿
児
島
市
地
価
形
成
要
因
分
析
」、『
地
域
政
策
科
学
研
究
』
九
巻
、
一

七
―
三
七
頁
．
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金
本
良
嗣
、
中
村
良
平
、
矢
澤
則
彦
（
一
九
八
九
）、「
ヘ
ド
ニ
ッ
ク
・
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
環
境
の
価
値
の
測
定
」、『
環
境
科
学
会
誌
』
二
巻
（
四
号
）、

二
五
一
―
二
六
六
頁
．

菊
地
端
夫
（
二
〇
〇
九
）、「
イ
ギ
リ
ス
行
政
改
革
に
お
け
る
市
民
の
信
頼
回
復
へ
の
取
り
組
み
―
ブ
レ
ア
政
権
の
『
政
府
の
現
代
化
』
を
中
心
に
―
」、

『
会
計
検
査
研
究
』
三
九
号
、
六
九
―
八
三
頁
．

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
（
二
〇
一
八
）、「
二
〇
一
六
年
社
会
保
障
・
人
口
問
題
基
本
調
査　

第
八
回
人
口
移
動
調
査
」、『
調
査
研
究
報
告

資
料
』
三
六
号
．

小
西
秀
男
（
二
〇
〇
五
）、「
テ
ィ
ブ
ー
の
地
方
公
共
財
の
理
論
―
足
に
よ
る
投
票
に
よ
る
均
衡
の
最
適
性
を
め
ぐ
っ
て
」、『
大
阪
大
学
経
済
学
』
五
四

巻
（
四
号
）、
二
三
〇
―
二
五
一
頁
．

佐
藤
公
俊
（
二
〇
〇
七
）、「
住
民
参
加
研
究
の
理
論
的
視
座
―
ガ
バ
ナ
ン
ス
論
の
視
点
か
ら
―
」、『
地
域
政
策
研
究
』
一
〇
巻
（
二
号
）、
四
五
―
六
一

頁
．

宗
健
（
二
〇
二
〇
）、「
地
域
の
居
住
満
足
度
と
人
口
増
減
の
関
係
―
住
み
こ
こ
ち
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
全
国
九
八
七
自
治
体
の
人
口
増
減
の
分
析
」、

『
都
市
計
画
論
文
集
』
五
五
巻
（
三
号
）、
四
二
二
―
四
二
七
頁
． 

総
務
省
大
臣
官
房
企
画
課
（
二
〇
一
〇
）、『
行
政
の
信
頼
性
確
保
、
向
上
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
（
平
成
二
一
年
度
）』．

田
中
宏
樹
（
二
〇
一
三
）、「
水
平
的
政
府
間
競
争
の
理
論
と
実
証
：
サ
ー
ベ
イ
」、『
同
志
社
政
策
科
学
研
究
』
一
四
巻
（
二
号
）、
一
五
―
三
六
頁
．

田
村
一
軌
（
二
〇
一
七
）、「
大
学
進
学
に
と
も
な
う
都
道
府
県
間
人
口
移
動
の
定
量
分
析
―
修
正
重
力
モ
デ
ル
に
よ
る
分
析
―
」、
ア
ジ
ア
成
長
研
究
所
、

W
orking Paper Series, vol. 2017,

一
―
一
七
頁
．

田
村
一
軌
、
坂
本
博
、
戴
二
彪
（
二
〇
一
八
）、「
日
本
に
お
け
る
女
性
の
地
域
間
移
動
パ
タ
ー
ン
と
影
響
要
因
」、
ア
ジ
ア
成
長
研
究
所
、W

orking 
Paper Series, vol. 2018,

一
―
一
六
頁
．

竹
内
真
澄
、
星
野
崇
宏
（
二
〇
一
五
）、「
解
釈
レ
ベ
ル
の
操
作
を
伴
う
コ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
測
定
法
の
開
発
―
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
に
生
じ
る
バ

イ
ア
ス
の
排
除
に
関
す
る
実
証
分
析
―
」、『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
サ
イ
エ
ン
ス
』
二
三
巻
（
一
号
）、
一
五
―
三
四
頁
．

竹
口
祐
二
、
鈴
木
聡
士
（
二
〇
二
一
）、「『
定
住
意
向
』
と
『
転
出
回
避
』
の
２
軸
分
析
と
転
出
回
避
施
策
の
方
向
性
検
討
に
向
け
た
基
礎
的
研
究
」、

『
都
市
計
画
論
文
集
』
五
六
巻
（
三
号
）、
一
〇
四
五
―
一
〇
五
二
頁
．

戸
川
和
成
（
二
〇
一
八
）、「
な
ぜ
、
特
別
区
の
政
策
満
足
度
に
地
域
差
が
生
じ
る
か
―
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
メ
タ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
視
点
か

ら
―
」、『
国
際
日
本
研
究
』
一
〇
巻
、
二
三
―
三
八
頁
．
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―
（
二
〇
一
九
）、「
東
京
・
特
別
区
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
比
較
実
証
研
究
―
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
か
ら
み
た
非
制
度
的
要

因
と
政
策
満
足
度
の
地
域
差
の
解
明
―
」、
筑
波
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
論
文
．

根
本
和
郎
、
孕
石
真
浩
、
柿
原
謙
一
郎
、
兼
平
剛
志
（
二
〇
二
一
）、「
国
内
人
口
移
動
に
関
す
る
指
標
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」、
総
務
省
統
計
研
究

研
修
所
、『
リ
サ
ー
チ
ペ
ー
パ
ー
』
五
〇
巻
、
一
―
四
一
頁
．

野
田
遊
（
二
〇
〇
七
）、「
行
政
経
営
と
満
足
度
」、『
季
刊
行
政
管
理
研
究
』
一
二
〇
巻
、
六
五
―
七
六
頁
．

―
（
二
〇
〇
九
）、「
地
方
公
務
員
の
対
応
と
地
方
自
治
体
に
対
す
る
信
頼
」、『
長
崎
県
立
大
学
経
済
学
部
論
集
』
四
三
巻
（
一
号
）、
九
一
―
一
一
二

頁
．

―
（
二
〇
一
一
）、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
満
足
度
の
規
定
要
因
」、『
会
計
検
査
研
究
』
四
三
号
、
七
三
―
八
六
頁
．

―
（
二
〇
一
四
）、「
愛
知
県
に
お
け
る
自
治
体
の
市
民
満
足
度
の
比
較
分
析
」、『
地
域
政
策
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
巻
（
二
号
）、
四
九
―
六
二
頁
．

―
（
二
〇
一
六
）、「
公
務
員
の
対
応
、
サ
ー
ビ
ス
の
業
績
、
市
民
の
満
足
度
」、『
公
共
政
策
研
究
』
一
六
巻
、
三
三
―
四
五
頁
．

羽
鳥
剛
史
（
二
〇
一
二
）、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
離
脱
と
発
言
に
関
す
る
研
究
―
Ａ
．
Ｏ
．
ハ
ー
シ
ュ
マ
ン
の
離
脱
・
発
言
理
論
の
示
唆
―
」、

日
本
都
市
計
画
学
会
『
都
市
計
画
論
文
集
』、
四
七
巻
（
三
号
）、
九
九
一
―
九
九
六
頁
．

林
玲
子
（
二
〇
一
四
）、「
人
口
移
動
の
国
際
比
較
―
日
本
の
移
動
指
標
を
用
い
た
モ
デ
ル
人
口
移
動
性
向
構
築
の
試
み
―
」、『
人
口
問
題
研
究
』
七
〇

巻
（
一
号
）、
一
―
二
〇
頁
．

平
原
幸
輝
（
二
〇
二
二
）、「
地
域
に
お
け
る
産
業
構
造
と
若
年
層
の
人
口
流
入
の
関
連
性
―
東
京
圏
を
対
象
と
し
た
分
析
を
踏
ま
え
て
―
」、『
都
市
計

画
報
告
集
』
二
〇
巻
、
三
八
一
―
三
八
二
頁
．

村
山
皓
（
二
〇
一
二
）、「
行
政
へ
の
信
頼
は
政
策
シ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
必
要
か
」、『
政
策
科
学
』
二
〇
巻
（
一
号
）、
一
三
九
―
一
五
一
頁
．

山
口
茜
（
二
〇
一
六
）、「
高
齢
者
は
都
市
が
好
き
？
高
齢
者
移
住
の
現
状
」、『
経
済
構
造
分
析
レ
ポ
ー
ト
』
四
五
号
．

和
川
央
（
二
〇
一
三
）、「
生
活
満
足
度
の
時
系
列
変
化
や
地
域
間
格
差
に
対
す
る
政
策
の
影
響
度
―
意
識
調
査
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
政
策
分
析
―
」、

『
日
本
評
価
研
究
』
一
二
巻
（
三
号
）、
六
三
―
七
六
頁
．

渡
辺
真
知
子
（
一
九
八
九
）、「
国
内
人
口
移
動
と
地
域
経
済
格
差
」、『
人
口
学
研
究
』
一
二
巻
、
一
一
―
二
四
頁
．

―
Ｗ
Ｅ
Ｂ

―

A
m

erican Custom
er Satisfaction Index 

（A
CSI

）、https://w
w

w
.theacsi.org/industries/governm

ent/

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
二

001-054_01_天沼_大学院論文集63号.indd   52001-054_01_天沼_大学院論文集63号.indd   52 2023/07/18   18:502023/07/18   18:50



行政サービスに対する市民満足度が転出行動にもたらす影響

53

年
一
二
月
二
八
日
．

W
orld V

alues Survey

、https://w
w

w
.w

orldvaluessurvey.org/w
vs.jsp

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
八
日
．

国
土
交
通
省
（
二
〇
二
二
）、「
令
和
三
年
度　

テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
実
態
調
査

―
調
査
結
果
（
概
要
）

―
」、https://w

w
w

.m
lit.go.jp/toshi/

daisei/content/001471975.pdf

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
八
日
．

総
務
省
（
二
〇
二
二
）、「
テ
レ
ワ
ー
ク
が
産
業
に
与
え
る
影
響；

事
業
継
続
に
強
い
力
を
発
揮
」、https://w

w
w

.m
eti.go.jp/statistics/toppage/

report/m
inikaisetsu/hitokoto_kako/20220218hitokoto.htm

l

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
八
日
．

総
務
省
「
令
和
二
年
度
人
口
動
態
統
計
」、https://w

w
w

.e-stat.go.jp/dbview
?sid=0003411609

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
八

日
．

千
葉
県
流
山
市H

P

、https://w
w

w
.city.nagareyam

a.chiba.jp/

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
八
日
．

千
葉
県
流
山
市
総
合
政
策
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
（
二
〇
二
一
）、「
流
山
市
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
」、https://w

w
w

.city.nagareyam
a.chiba.

jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/483/220106branding.pdf

、
最
終
ア
ク
セ
ス
日
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
八
日
．

―
デ
ー
タ
の
出
所

―

本
研
究
該
当
自
治
体
に
よ
る
市
民
意
識
調
査
（
巻
末
資
料
参
照
）．

厚
生
労
働
省
、「
平
成
二
五
年
～
平
成
二
九
年
人
口
動
態
保
健
所
・
市
区
町
村
別
統
計
の
概
況
」、https://w

w
w

.m
hlw

.go.jp/toukei/saikin/hw
/

jinkou/other/hoken19/index.htm
l

、
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
八
日
．

総
務
省
統
計
局
、「
令
和
二
年
度
国
勢
調
査
」、https://w

w
w

.stat.go.jp/data/kokusei/2020/

、
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
二
八
日
．

総
務
省
統
計
局
、「
平
成
三
十
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」、https://w

w
w

.stat.go.jp/data/jyutaku/index.htm
l

、
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
二
年

一
二
月
二
八
日
．

総
務
省
統
計
局
、「
統
計
で
み
る
市
町
村
の
す
が
た
」、https://w

w
w

.e-stat.go.jp/regional-statistics/ssdsview

、
最
終
ア
ク
セ
ス
：
二
〇
二
二
年

一
二
月
二
八
日
．

巻
末
資
料

　

紙
幅
の
関
係
か
ら
、
以
下
の
資
料
に
つ
い
て
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
の
閲
覧
を
願
い
た
い
。
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①　

調
査
対
象
市
区
（
三
三
五
市
区
）
に
お
け
る
市
民
満
足
度
調
査
名
称
一
覧

②　

各
市
民
満
足
度
調
査
に
お
け
る
政
策
分
野
別
の
質
問
項
目
の
表
現
処
理

　
　
（
ア
）「
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
」
分
野
の
表
現
処
理

　
　
（
イ
）「
子
育
て
支
援
」
分
野
の
表
現
処
理

　
　
（
ウ
）「
学
校
教
育
」
分
野
の
表
現
処
理
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Ｍ
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